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連携研究センター「フラテ」は、長期的展
望に基づいて堅実な知を追求する基盤的研
究と、目標と期間を設定して先端的・革新的
な研究開発を目指す戦略的研究の融合を図
ることを目的として、平成18年4月1日に設
置されました。センターの各分野は、医学
研究院の専任教員からなる基盤教室と戦略
的研究を行う時限付の連携教室から構成さ
れ、基盤教室と連携教室が協力して学際的・
学融合的研究を行っています。
本センターは、「分子・細胞イメージング

部門」、「再生医学・組織工学部門」、「脳科学
部門」、「人獣共通感染症診断・治療部門」の
4部門で発足しましたが、その後、4部門が
増設され、4部門が廃止されました。
また、平成29年度に医学研究科が医学研

究院へ改組されたことに伴い、「部門」が「分
野」となり、新たに「人対象医学研究推進分
野」が新設され、5分野での活動となりまし
た。以降、令和元年度をもって、所定の目
的を達成した「分子・細胞イメージング分野」
が廃止となり、令和2年度より、「分子・細胞

機能イメージング分野」と「療養・就労両立
医学分野」が、令和3年度より、「医療ＡＩ
教育研究分野」が新たに新設され、令和3年
度をもって、所定の目的を達成した「光バイ
オイメージング分野」と「療養・就労両立医
学分野」が廃止となりまして、現在4分野で
活動しております。
センターでは、｢医学研究院医理工学グ

ローバルセンター（GI-CoRE協力拠点）｣の大
型研究プロジェクトに対して研究支援を
行っているほか、多分野にわたる研究チー
ムが協力して学際的研究を推進することに
より、医学・生命科学と理工学の融合領域に
おいて世界をリードする多くの成果が得ら
れています。
連携研究センター「フラテ」が、世界最高

水準の先端的融合研究拠点として、さらな
る発展を遂げるよう努力してまいる所存で
すので、関係各位には今後とも本センター
の活動にご理解とご支援を賜りますようお
願い申し上げます。

連携研究センター「フラテ」
令和4年度概要／令和3年度業績集の発刊にあたって
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再生医学・組織工学分野
分野長　田中　伸哉

医療AI教育研究分野
分野長　工藤　與亮

人対象医学研究推進分野
分野長　玉腰　暁子

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室
 教　　授／田中　伸哉
 准 教 授／津田　真寿美

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室
 教　　授／玉腰　暁子
 助　　教／木村　尚史

〔基盤教室〕
医学統計学教室
 准 教 授／横田　勲

〔基盤教室〕
整形外科学教室
 教　　授／岩崎　倫政
 講　　師／小野寺　智洋
 助　　教／照川　アラー
 特任助教／角家　健

〔基盤教室〕
分子病理学教室
 教　　授／谷口　浩二

〔基盤教室〕
衛生学教室
 教　　授／上田　佳代
 准 教 授／セポソ　サークセス　テソロ
 助　　教／新井　明日奈
 助　　教／アタッチャ　アティーシャ

〔基盤教室〕
画像診断学教室
 教　　授／工藤　與亮
 准 教 授／平田　健司
 特任助教／唐　明輝

〔連携教室〕
先端画像診断開発学教室
 教　　授／工藤　與亮
 特任教授／中谷　純

〔協力組織〕
情報科学研究院
メディアダイナミクス研究室
 教　　授／長谷山　美紀
 教　　授／小川　貴弘

〔協力組織〕
保健科学研究院
健康科学分野
 教　　授／小笠原　克彦

〔協力組織〕
保健科学研究院
高次脳機能創発分野
 准 教 授／大槻　美佳

〔協力組織〕
保健科学研究院
医用生体理工学分野
 教　　授／加藤　千恵次
 教　　授／神島　保
 准 教 授／杉森　博行

〔協力組織〕
薬学研究院
生体分析化学研究室
 教　　授／小川　美香子

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター
 教　　授／佐藤　典宏
 教　　授／荒戸　照世

〔協力組織〕
病院データサイエンスセンター
 教　　授／伊藤　陽一

分子・細胞機能イメージング分野
分野長　工藤　與亮

〔基盤教室〕
画像診断学教室
 教　　授／工藤　與亮
 准 教 授／平田　健司

〔基盤教室〕
免疫・代謝内科学教室
 教　　授／渥美　達也
 准 教 授／中村　昭伸
 助　　教／アメングアル・プリエゴ・マリア・オルガ

〔協力組織〕
遺伝子病制御研究所 分子神経免疫学分野
 教　　授／村上　正晃
 准 教 授／北條　慎太郎
 准 教 授／橋本　茂

令和4年度連携研究センター　構成員 （令和4年４月１日現在）

 特任講師／久保田晋平
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令和4年度連携研究センター　組織 令和4年度連携研究センター　分野概要

  ● 再生医学・組織工学分野

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室、分子

病理学教室を基盤教室とし、ソフトマター研究を基盤とした合理的な関

節機能再生・再建医療、再生医療を実現するための新しい総合治療戦略

の実現に向けた組織構成となっている。この分野の研究の重要性は本学

や文部科学省から認められ、本学創成研究機構特定研究部門プロジェク

ト「疑似生体組織ゲルの創製と軟骨医療への応用」（平成23年度～）、運

営費交付金特別経費プロジェクト「ソフト＆ウェットマテリアルが拓くライ

フイノベーション―高分子材料科学と再生医学の融合拠点形成―」（平

成25年度～）の支援を受け、これまで通り、北大先端生命科学研究院、北

大創成研究機構および産業技術総合研究所と密に連携して学際的な研

究を行っている。平成28年度からは、北大GI-CoREに『ソフトマターグ

ローバルステーション（GSS）』が発足し、当部門の教員を含む海外・学内

の先端的研究者による世界水準の研究拠点が形成された。北海道大学

が世界をリードする高分子材料科学領域と再生・再建医学領域を融合す

る拠点として、生体軟組織の機能を有するソフト＆ウェットマテリアルの

創出、これを駆使した生命現象の本質の学理的な解明、および先端治療

医学への展開のための革新的治療医学研究を推進してきた。平成30年

10月には、文科省が主導する世界トップレベル研究拠点プログラム

（WPI）に北海道大学が『化学反応創成研究拠点（ICReDD: Institute for 

Chemical Reaction Design and Discovery）』として採択され、当分野の

田中伸哉教授や先端生命科学研究院のグン剣萍教授らはPIとして参加

してソフトマター研究をさらに強力に推進、計算科学や情報科学とも融合

して学際的な研究を展開中である。令和3年3月、GSSは設置期間を満了

し、令和3年4月1日からは先端生命科学研究院次世代物質生命科学研

究センターソフトマター国際連携ユニットに活動が引き継がれている。本

ユニットは、本学総長から「GI-CoRE協力拠点」としての認定を受けてお

り、GI-CoREと協力して、なお一層の国際共同研究・教育を実践している。

尚、令和４年度は分子病理学教室が当該分野に参画し、腸や肝臓、膵

臓などの消化器を中心として臓器・組織の再生の分子メカニズムを解明

すると共に、これまで確立したオルガノイド培養法をさらに発展させて高

い増殖能と再性能を持つ様々な臓器由来のオルガノイドの樹立方法を

確立する。さらに、腫瘍病理学教室と整形外科学教室のゲル研究の成果

と融合させることで、軟骨・骨の運動器に加えて各種臓器の再生技術の開

発を目指す。

  ● 医療AI教育研究分野

医療AI教育研究分野は、最先端の医療AIの研究開発を進めながら、大

学院生や社会人への医療AI教育を普及・牽引していく分野である。医療

AIの進化は、医療の質の向上に留まらず、医療における業務の効率化、医

師・医療従事者の負担軽減、医療費の削減、継続的な地域医療の維持に

も繋がることが期待されている。本邦においては特に他の先進国と比較

して臨床医の数が少ない上、超高齢化社会の進行に伴いさらに多くの医

師・医療従事者が必要になると言われている。医師・医療従事者を支援

し、その不足をカバーしうる医療AIの研究開発を主導できる人材の育成

は急務であり、令和２年度より文部科学省では「保健医療分野における

AI研究開発加速に向けた人材養成産学協働プロジェクト」が開始された。

本学は東北大学、岡山大学と共同で「Global×Localな医療課題解決を目

指した最先端AI研究開発人材育成教育拠点」として支援を受けており、

本分野は本学における中心的な役割を担っている。画像診断学教室およ

び先端画像診断開発学教室を中心に、情報科学研究院メディアダイナミ

クス研究室、薬学研究院生体分析化学研究室、保健科学研究院医用生体

理工学分野・健康科学分野・高次脳機能創発分野の教員が参画してい

る。北海道大学病院の医療AI研究開発センターとも密接に連携し、産学

協働での医療AI研究開発を推進しながら、医療AIの研究開発を推進でき

る人材を育成していくことを目的としている。

  ● 人対象医学研究推進分野

人対象医学研究推進分野では、健康の保持増進、患者の疾病からの回

復及び生活の質の向上に貢献するための人を対象とした医学系研究を

推進することを目的とする。具体的には、疫学研究の実績を有する公衆衛

生学教室･衛生学教室及び人を対象とした研究に必須である医学統計学

教室を基盤教室とし、臨床研究支援に関する研究やレギュラトリーサイ

エンス研究を行う病院臨床研究開発センター、医療情報学的研究や臨床

研究のデータ管理および解析方法に関する研究を行う病院データサイ

エンスセンターを協力組織とし、観察研究と介入研究の両面を推進する

ことにより、健康に関する様々な事象の頻度及び分布並びにそれらに影

響を与える要因を把握するとともに、大学発のシーズの実用化に繋げる

ための臨床研究を推進し、新しい医療の発展に貢献することを目的とし

ている。

  ● 分子・細胞機能イメージング分野

分子・細胞機能イメージング分野は、分子・細胞レベルの機能イメージ

ング技術を用いて分子・細胞・組織の機能を明らかにし、様々な生体機能

や疾患病態の実態を分子レベルで解明することを目指している。MRIや

PETを用いた分子イメージングでは安定同位体や放射性同位体を用い

て特定の分子をラベルし、分子の局在や機能を画像化する。光シート型

顕微鏡では臓器・組織丸ごとの免疫染色を、マクロトームで作成した大型

切片の超解像共焦点顕微鏡による解析では、遺伝子変異、外部刺激に応

じた細胞内の機能的な微小構造の変化を検出する。さらに、１細胞

RNAseq、多染色フローサイトメーター、多染色免疫組織化学法などを用

いて、様々な生体内分子をミクロレベルで解析し、分子生物学的な解析

技術も組み合わせることで、新たな生体機能の発見や疾患病態の解明を

行い、基礎医学から臨床医学に貢献することを目的としている。

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室

〔基盤教室〕
整形外科学教室

〔基盤教室〕
分子病理学教室
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〔協力組織〕
遺伝子病制御研究所
分子神経免疫学分野

分子・細胞機能イメージング分野

再生医学・組織工学分野

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター

〔協力組織〕
病院データサイエンスセンター

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室

〔基盤教室〕
医学統計学教室

〔基盤教室〕
衛生学教室

〔基盤教室〕
画像診断学教室

〔基盤教室〕
免疫・代謝内科学教室

人対象医学研究推進分野

〔連携教室〕
先端画像診断開発学教室

〔協力組織〕
保健科学研究院
高次脳機能創発

分野

〔協力組織〕
保健科学研究院
健康科学分野

〔協力組織〕
保健科学研究院
医用生体理工学

分野

〔協力組織〕
薬学研究院
生体分析化学
研究室

〔協力組織〕
情報科学研究院
メディアダイナミクス

研究室

〔基盤教室〕
画像診断学教室

医療AI教育研究分野

令和4年度連携研究センター　組織 令和4年度連携研究センター　分野概要

  ● 再生医学・組織工学分野

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室、分子

病理学教室を基盤教室とし、ソフトマター研究を基盤とした合理的な関

節機能再生・再建医療、再生医療を実現するための新しい総合治療戦略

の実現に向けた組織構成となっている。この分野の研究の重要性は本学

や文部科学省から認められ、本学創成研究機構特定研究部門プロジェク

ト「疑似生体組織ゲルの創製と軟骨医療への応用」（平成23年度～）、運

営費交付金特別経費プロジェクト「ソフト＆ウェットマテリアルが拓くライ

フイノベーション―高分子材料科学と再生医学の融合拠点形成―」（平

成25年度～）の支援を受け、これまで通り、北大先端生命科学研究院、北

大創成研究機構および産業技術総合研究所と密に連携して学際的な研

究を行っている。平成28年度からは、北大GI-CoREに『ソフトマターグ

ローバルステーション（GSS）』が発足し、当部門の教員を含む海外・学内

の先端的研究者による世界水準の研究拠点が形成された。北海道大学

が世界をリードする高分子材料科学領域と再生・再建医学領域を融合す

る拠点として、生体軟組織の機能を有するソフト＆ウェットマテリアルの

創出、これを駆使した生命現象の本質の学理的な解明、および先端治療

医学への展開のための革新的治療医学研究を推進してきた。平成30年

10月には、文科省が主導する世界トップレベル研究拠点プログラム

（WPI）に北海道大学が『化学反応創成研究拠点（ICReDD: Institute for 

Chemical Reaction Design and Discovery）』として採択され、当分野の

田中伸哉教授や先端生命科学研究院のグン剣萍教授らはPIとして参加

してソフトマター研究をさらに強力に推進、計算科学や情報科学とも融合

して学際的な研究を展開中である。令和3年3月、GSSは設置期間を満了

し、令和3年4月1日からは先端生命科学研究院次世代物質生命科学研

究センターソフトマター国際連携ユニットに活動が引き継がれている。本

ユニットは、本学総長から「GI-CoRE協力拠点」としての認定を受けてお

り、GI-CoREと協力して、なお一層の国際共同研究・教育を実践している。

尚、令和４年度は分子病理学教室が当該分野に参画し、腸や肝臓、膵

臓などの消化器を中心として臓器・組織の再生の分子メカニズムを解明

すると共に、これまで確立したオルガノイド培養法をさらに発展させて高

い増殖能と再性能を持つ様々な臓器由来のオルガノイドの樹立方法を

確立する。さらに、腫瘍病理学教室と整形外科学教室のゲル研究の成果

と融合させることで、軟骨・骨の運動器に加えて各種臓器の再生技術の開

発を目指す。

  ● 医療AI教育研究分野

医療AI教育研究分野は、最先端の医療AIの研究開発を進めながら、大

学院生や社会人への医療AI教育を普及・牽引していく分野である。医療

AIの進化は、医療の質の向上に留まらず、医療における業務の効率化、医

師・医療従事者の負担軽減、医療費の削減、継続的な地域医療の維持に

も繋がることが期待されている。本邦においては特に他の先進国と比較

して臨床医の数が少ない上、超高齢化社会の進行に伴いさらに多くの医

師・医療従事者が必要になると言われている。医師・医療従事者を支援

し、その不足をカバーしうる医療AIの研究開発を主導できる人材の育成

は急務であり、令和２年度より文部科学省では「保健医療分野における

AI研究開発加速に向けた人材養成産学協働プロジェクト」が開始された。

本学は東北大学、岡山大学と共同で「Global×Localな医療課題解決を目

指した最先端AI研究開発人材育成教育拠点」として支援を受けており、

本分野は本学における中心的な役割を担っている。画像診断学教室およ

び先端画像診断開発学教室を中心に、情報科学研究院メディアダイナミ

クス研究室、薬学研究院生体分析化学研究室、保健科学研究院医用生体

理工学分野・健康科学分野・高次脳機能創発分野の教員が参画してい

る。北海道大学病院の医療AI研究開発センターとも密接に連携し、産学

協働での医療AI研究開発を推進しながら、医療AIの研究開発を推進でき

る人材を育成していくことを目的としている。

  ● 人対象医学研究推進分野

人対象医学研究推進分野では、健康の保持増進、患者の疾病からの回

復及び生活の質の向上に貢献するための人を対象とした医学系研究を

推進することを目的とする。具体的には、疫学研究の実績を有する公衆衛

生学教室･衛生学教室及び人を対象とした研究に必須である医学統計学

教室を基盤教室とし、臨床研究支援に関する研究やレギュラトリーサイ

エンス研究を行う病院臨床研究開発センター、医療情報学的研究や臨床

研究のデータ管理および解析方法に関する研究を行う病院データサイ

エンスセンターを協力組織とし、観察研究と介入研究の両面を推進する

ことにより、健康に関する様々な事象の頻度及び分布並びにそれらに影

響を与える要因を把握するとともに、大学発のシーズの実用化に繋げる

ための臨床研究を推進し、新しい医療の発展に貢献することを目的とし

ている。

  ● 分子・細胞機能イメージング分野

分子・細胞機能イメージング分野は、分子・細胞レベルの機能イメージ

ング技術を用いて分子・細胞・組織の機能を明らかにし、様々な生体機能

や疾患病態の実態を分子レベルで解明することを目指している。MRIや

PETを用いた分子イメージングでは安定同位体や放射性同位体を用い

て特定の分子をラベルし、分子の局在や機能を画像化する。光シート型

顕微鏡では臓器・組織丸ごとの免疫染色を、マクロトームで作成した大型

切片の超解像共焦点顕微鏡による解析では、遺伝子変異、外部刺激に応

じた細胞内の機能的な微小構造の変化を検出する。さらに、１細胞

RNAseq、多染色フローサイトメーター、多染色免疫組織化学法などを用

いて、様々な生体内分子をミクロレベルで解析し、分子生物学的な解析

技術も組み合わせることで、新たな生体機能の発見や疾患病態の解明を

行い、基礎医学から臨床医学に貢献することを目的としている。

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室

〔基盤教室〕
整形外科学教室

〔基盤教室〕
分子病理学教室
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令和4年度教室別研究概要
再生医学・組織工学分野
基盤教室　腫瘍病理学教室
基盤教室　整形外科学教室
基盤教室　分子病理学教室

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室、分
子病理学教室を基盤教室とし、合理的な関節機能再生・再建医療を
実現するための新しい総合治療戦略の実現に向けた研究を行って
いる。当分野では、１）生体軟組織が有する優れた生化学機能と力学
機能を併せ持つ新しいソフト＆ウェットマテリアル（高分子ゲル）の
創出、２）これを擬似生体軟組織として駆使した諸々の生命現象の本
質の学理的解明、および３）それらの成果を速やかに先端治療医学
へ展開を図ることによる革新的な組織再生治療法や代替組織の開
発を行っており、世界をリードする成果を着実に上げつつある。
当分野では、北大先端生命科学研究院、北大創成研究機構および
産業技術総合研究所と連携して学際的な研究を進め、これまでに
種々の多機能ゲルを開発し、特にダブルネットワークゲル（DNゲル）
には軟骨表面置換材料としてだけでなく、生体内軟骨再生誘導能が
あることを報告してきた。さらにDNゲルの改良および次世代多機能
性ゲルの開発を行い、分子ステント法を用いてプロテオグリカン、コ
ンドロイチン硫酸、ヒアルロン酸などの生体高分子を複合化したDN
ゲルを開発し、これらの新規DNゲルにはin vitroで高い軟骨再生誘
導能があることを確認した。さらにDNゲルの基本特性を変えることな
く、ハイドロキシアパタイトナノ粒子をDNゲル表層にのみ複合化した
「骨伝導能」と「軟骨再生能」の両者を併せ持つ多機能HAp-DNゲル
の開発に成功した。これまでゲルの高い含水率のため、生体内で骨
組織に固定・維持することが困難であり、ゲル材料の実用化において
大きな課題となっていたが、関節内埋植実験での詳細な観察により、
ゲルの内部にまで骨組織形成が進展し、ゲルと骨組織が完全に融合
した構造を形成することを明らかとした。これらの成果は
Internat ional  Union of  Mater ia ls  Research Societ ies -  
International Conference in Asia （IUMRS-ICA）、Orthopaedic 
Research Societyそれぞれの学会で受賞するなど国際的に高く評価
されている。DNゲルの優れた力学物性・軟骨再生能に加え、生体内
での骨との強固な接着の実現はこの新しい生体材料の医学への応
用に大きな期待ができ、これらの成果を速やかに先端治療医学へ展
開を図ることによる革新的な組織再生治療法や代替組織の開発等
を行っている。
腫瘍病理学教室では、これまでGI-CoREソフトマター、並びに北大
化学反応創成研究拠点ICReDDの研究拠点の中で、種々の多機能ハ
イドロゲルを用いて学際的な研究を進めてきた。組織再生へ向けた
研究では、人工軟骨として応用可能な機械特性を有する
PAMPS/PDMAAm ダブルネットワーク（DN） hydrogel を開発し
（Adv. Mater 2003、Biomaterials 2005）、その表層にハイドロキシ
アパタイト（HAp）を複合化したHAp/DN gelは、生体内で骨組織と強
固に結合することを報告した（Adv Healthcare Mater. 2001731, 
2020.）。その分子機序として、溶液中においてHAp/DNゲルから持続
的に溶出されるCaおよびPがウサギ骨髄由来間葉系幹細胞（MSC）
において骨形成マーカーの発現を有意に増強させること、この持続
的なCaとPの供給がウサギ関節内への埋植実験臭いてMSCを動員
し、その後、骨分化することを示した。このように、ハイドロキシアパタ
イトナノ粒子をDNゲル表層に複合化することで、「骨伝導能」と「骨再
生能」を併せ持つ多機能HAp-DNゲルの開発に成功した。DNゲルの
優れた力学物性・軟骨再生能に加え、生体内での骨との強固な接着
の実現は、この新規生体材料の医学・医療への応用に向けて大きな
期待となる（Journal of Biomedical Materials Research: Part A 
110, 747-760, 2022）。
一方、当教室では、がん幹細胞標的・次世代型癌個別化医療の開

発に向けての研究を発展させている。我々は2021年、DNゲル上に
がん細胞を播種すると、短時間で効率的にがん幹細胞が誘導される
現象Hydrogel activated reprogramming phenomena（HARP現象）
を報告したが（Nat Biomed Eng, Mar 29, 2021）、以降、これらの技
術と知見を発展させ、現在、髄膜種、肝癌、膵癌、中皮腫、白血病、肺
癌、骨肉腫、膀胱癌などの様々な癌種において、新たな癌幹細胞の診
断・予後予測マーカー、及び新規治療標的分子を同定すべく研究を
展開している。髄膜種、肝癌、膵癌、中皮腫、骨肉腫においてはすでに
候補分子を同定しており、治療に向けてのin vivoマウス実験、並びに
患者検体での病理学的有意性について検討を進めている。さらに、
膵癌においては、我々が独自に配合したハイドロゲルを用いて、北大
病院消化器外科IIとの共同研究により膵癌患者検体からの癌細胞の
確立に成功している。これらの細胞は現行の膵癌治療薬に対して耐
性を獲得し幹細胞マーカーの発現も亢進していることから、膵癌幹
細胞を分離・培養できていることが想定される。現在、これらの膵癌
幹細胞に対する治療標的分子を解析している中であり、同定された
後は、in vivoマウスでの抗腫瘍効果の検証に加えて、膵癌患者の治
験の可能性に向けて整備を進めている所ある。このように、治療耐
性・再発の原因となる癌幹細胞を治療標的とすることで、ハイドロゲ
ルを基盤とした革新的ながん個別化医療の開発を目指す。このよう
に、高機能ハイドロゲルを用いて細胞の分化状態を制御することで、
組織再生やがん幹細胞標的治療に応用可能となると期待される。
整形外科学教室では高純度アルギン酸ゲルを用いた無細胞移植
軟骨再生医療に関する臨床パイロット治験が既に終了しており、重
篤な合併症を来すことなく良好な短期臨床成績を得ている。現在、有
効性・安全性試験を施行中であり、臨床応用の新たなステージに突
入している。現在では、本マテリアルの適応拡大を目指し、様々な橋
渡し研究を行っている。具体的には、重症軟骨損傷に対する既存術
式との併用による新たな治療法の開発（The American Journal of 
Sports Medicine 2019, 2021）や、移植細胞同士を、高純度アルギ
ン酸ゲルを用いて架橋した「生きた細胞ゲル」を開発し、難治性腱損
傷に対する治療効果を検証している（特願2021－136866）。また、
椎間板および半月板再生に応用する研究を行っている。椎間板再
生では既に臨床試験を展開しており、また半月板分野では前臨床試
験を開始している。これらの研究成果を基盤として、新規医療材料の
臨床応用を実現するとともに新たな臨床適応の獲得を目指してい
る。
分子病理学教室では、これまで腸や肝臓、膵臓などの消化器を中
心として、臓器・組織の再生の分子メカニズムの解明と臓器・組織再
生に関連する新規シグナル伝達経路の同定の研究を新規技術であ
るオルガノイド培養法やシングルセル解析などの網羅的解析手法を
用いて行い、その研究成果を発表してきた（Nature 2015, Proc. 
Natl. Acad. Sci. USA 2017など）。2022年より日本において組織修
復を目的としてオルガノイド培養法を用いて樹立した自家腸上皮オ
ルガノイドを潰瘍性大腸炎患者に移植する治療法が開始され、今後
他の疾患においてもオルガノイド培養法を基盤とする組織再生治療
法の応用が期待されている。我々独自の研究分野である「炎症の記
憶」をキーワードとして、炎症後の記憶を保持し、高い増殖能と再性
能を持つ様々な臓器由来のオルガノイドの樹立方法の確立を行い、
腫瘍病理学教室と整形外科学教室のゲル研究の成果と融合させる
ことを予定している。これらの研究成果を基盤として、革新的な組織
再生治療法の開発を目指している。

人対象医学研究推進分野
基盤教室　公衆衛生学教室
基盤教室　医学統計学教室
基盤教室　衛生学教室
協力組織　病院臨床研究開発センター、病院データサイエンスセンター

基盤教室：公衆衛生学教室

公衆衛生学教室は、胎児・新生児から高齢者まで、健康な人も病気

を抱えている人も社会で生活するすべての人々を対象として、身体

的・精神的健康を守り増進するための研究と実践活動を行っている。

教室では、疫学的手法を用いて主体的に人を対象としたフィールド

研究、コホート研究を実施するのみならず、研究が適切に行われるよ

う学内外の研究者からの研究デザイン相談等にも応じている。

基盤教室：医学統計学教室

医学統計学・生物統計学（Biostatisics）は、生物を対象としたデー

タのとり方、解析方法を考える学問である。実際に利用する上で必要

となる、解析結果がわかりやすく解釈できることを大切にしている。当

教室では、特に医学分野への応用を念頭に置くことが中心である。教

室のポリシーとして、好奇心を大事にすることと、研究を通して健康

問題に挑戦する意識を大事にすることを掲げている。

生物統計学のなかでも、（1）予測モデル構築のための方法論開

発、（2）臨床試験デザインの開発を中心に研究を行っている。

（1）に関して、個別化医療がキーワードに挙げられてずいぶん経つ

が、従来の患者重症度判定だけではなく、個人ごとの予後予測をな

るべく精確に行いたい臨床的要求は増すばかりである。診断時のみ

ならず、患者経過を加味しながら将来の予後を動的に予測すること、

死亡や再発といった単一のイベント発生のみならず、繰り返し再発

や、重篤なイベント発生前の途中のイベントのような複雑なアウトカ

ムに対応するための方法論開発を行っている。（2）に関して、臨床試

験は患者にとって治療選択の自由を奪うある種の人体実験であるこ

とから、十分な意思決定・解釈を行えるだけのなるべく小さなサンプ

ルサイズで試験実施したい要求がある。最近では開発する薬剤を複

数の部位に対して効果を検討することや、バイオマーカーを用いて

効果の高い集団を絞り込むような複雑なデザインの下で開発が進ん

でいる。また、アカデミアを中心に希少疾患に対し、何らかのエビデン

スを創出するために、サンプルサイズが小さく制限された下で、なる

べく適切な意思決定を行うためのデザインが必要とされている。これ

ら臨床試験デザインの方法論を開発している。他にも生物統計コン

サルテーシヨンを通して、臨床家と共同研究を数多く実施している。

基盤教室：衛生学教室

衛生学教室は、さまざまな社会・環境要因が人の健康に及ぼす影

響について学際的アプローチで解明する研究を行い、人の健康の問

題解決に資する基盤的な研究を行っている。対象とする社会・環境

要因は地域やコミュニティレベルから全球レベルまで幅広く含む。具

体的には、フィールド調査で得られるデータ、国内の死亡統計、疾患

発生登録データ、中・低所得国の個票データを用い、他分野と連携し

て開発した曝露指標を適用した研究を推進している。

協力組織：病院臨床研究開発センター

北海道大学病院は、医療法に基づく臨床研究中核病院として認定

され、新規医療技術の開発と国際水準の臨床研究の実施をミッショ

ンとしているが、本組織は病院においてその中心的役割を果たして

いる。また、橋渡し研究支援機関にも採択され、橋渡し研究の推進に

も寄与しており、医学統計学教室、レギュラトリーサイエンス教室、ヘ

ルスデータサイエンス教室と連携して、本学の研究者のシーズの実

用化に向けた取り組みを支援している。

本組織は研究支援として、再生医療製品等を含めた医師主導治験

を計画、立案、規制当局への対応支援を行い、実際の治験の運用と

データマネジメント等の業務支援を実施している。また、治験以外の

研究者主導臨床試験の品質向上に関する支援も積極的に行ってい

る。これらの業務支援を通して得た先進医療マネジメントの手法やノ

ウハウを、学部学生、大学院生および研究者への教育に反映させ、本

学における本分野の推進に尽力している。

また、本組織では、大学発のシーズを臨床応用につなげ医療イノ

ベーションを推進するための一環として、レギュラトリーサイエンスの

観点から開発助言を行うとともに、そのベースとなるレギュラトリーサ

イエンス研究を推進しており、主に新たなモダリティの医薬品の規制

や評価等に関する検討を行っている。加えて、医薬品や医療機器等

の開発ガイドラインの作成にも携わっている。

協力組織：病院データサイエンスセンター

病院データサイエンスセンターでは、近年注目を集めているナショ

ナルデータベースやウェアラブルデバイスから得られるデータなどの

リアルワールドデータに着目し、リアルワールドデータの取得方法に

関する医療情報学的研究、臨床研究デザイン、臨床研究のデータ管

理および解析方法に関する研究を推進している。
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再生医学・組織工学分野
基盤教室　腫瘍病理学教室
基盤教室　整形外科学教室
基盤教室　分子病理学教室

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室、分
子病理学教室を基盤教室とし、合理的な関節機能再生・再建医療を
実現するための新しい総合治療戦略の実現に向けた研究を行って
いる。当分野では、１）生体軟組織が有する優れた生化学機能と力学
機能を併せ持つ新しいソフト＆ウェットマテリアル（高分子ゲル）の
創出、２）これを擬似生体軟組織として駆使した諸々の生命現象の本
質の学理的解明、および３）それらの成果を速やかに先端治療医学
へ展開を図ることによる革新的な組織再生治療法や代替組織の開
発を行っており、世界をリードする成果を着実に上げつつある。
当分野では、北大先端生命科学研究院、北大創成研究機構および
産業技術総合研究所と連携して学際的な研究を進め、これまでに
種々の多機能ゲルを開発し、特にダブルネットワークゲル（DNゲル）
には軟骨表面置換材料としてだけでなく、生体内軟骨再生誘導能が
あることを報告してきた。さらにDNゲルの改良および次世代多機能
性ゲルの開発を行い、分子ステント法を用いてプロテオグリカン、コ
ンドロイチン硫酸、ヒアルロン酸などの生体高分子を複合化したDN
ゲルを開発し、これらの新規DNゲルにはin vitroで高い軟骨再生誘
導能があることを確認した。さらにDNゲルの基本特性を変えることな
く、ハイドロキシアパタイトナノ粒子をDNゲル表層にのみ複合化した
「骨伝導能」と「軟骨再生能」の両者を併せ持つ多機能HAp-DNゲル
の開発に成功した。これまでゲルの高い含水率のため、生体内で骨
組織に固定・維持することが困難であり、ゲル材料の実用化において
大きな課題となっていたが、関節内埋植実験での詳細な観察により、
ゲルの内部にまで骨組織形成が進展し、ゲルと骨組織が完全に融合
した構造を形成することを明らかとした。これらの成果は
Internat ional  Union of  Mater ia ls  Research Societ ies -  
International Conference in Asia （IUMRS-ICA）、Orthopaedic 
Research Societyそれぞれの学会で受賞するなど国際的に高く評価
されている。DNゲルの優れた力学物性・軟骨再生能に加え、生体内
での骨との強固な接着の実現はこの新しい生体材料の医学への応
用に大きな期待ができ、これらの成果を速やかに先端治療医学へ展
開を図ることによる革新的な組織再生治療法や代替組織の開発等
を行っている。
腫瘍病理学教室では、これまでGI-CoREソフトマター、並びに北大
化学反応創成研究拠点ICReDDの研究拠点の中で、種々の多機能ハ
イドロゲルを用いて学際的な研究を進めてきた。組織再生へ向けた
研究では、人工軟骨として応用可能な機械特性を有する
PAMPS/PDMAAm ダブルネットワーク（DN） hydrogel を開発し
（Adv. Mater 2003、Biomaterials 2005）、その表層にハイドロキシ
アパタイト（HAp）を複合化したHAp/DN gelは、生体内で骨組織と強
固に結合することを報告した（Adv Healthcare Mater. 2001731, 
2020.）。その分子機序として、溶液中においてHAp/DNゲルから持続
的に溶出されるCaおよびPがウサギ骨髄由来間葉系幹細胞（MSC）
において骨形成マーカーの発現を有意に増強させること、この持続
的なCaとPの供給がウサギ関節内への埋植実験臭いてMSCを動員
し、その後、骨分化することを示した。このように、ハイドロキシアパタ
イトナノ粒子をDNゲル表層に複合化することで、「骨伝導能」と「骨再
生能」を併せ持つ多機能HAp-DNゲルの開発に成功した。DNゲルの
優れた力学物性・軟骨再生能に加え、生体内での骨との強固な接着
の実現は、この新規生体材料の医学・医療への応用に向けて大きな
期待となる（Journal of Biomedical Materials Research: Part A 
110, 747-760, 2022）。
一方、当教室では、がん幹細胞標的・次世代型癌個別化医療の開

発に向けての研究を発展させている。我々は2021年、DNゲル上に
がん細胞を播種すると、短時間で効率的にがん幹細胞が誘導される
現象Hydrogel activated reprogramming phenomena（HARP現象）
を報告したが（Nat Biomed Eng, Mar 29, 2021）、以降、これらの技
術と知見を発展させ、現在、髄膜種、肝癌、膵癌、中皮腫、白血病、肺
癌、骨肉腫、膀胱癌などの様々な癌種において、新たな癌幹細胞の診
断・予後予測マーカー、及び新規治療標的分子を同定すべく研究を
展開している。髄膜種、肝癌、膵癌、中皮腫、骨肉腫においてはすでに
候補分子を同定しており、治療に向けてのin vivoマウス実験、並びに
患者検体での病理学的有意性について検討を進めている。さらに、
膵癌においては、我々が独自に配合したハイドロゲルを用いて、北大
病院消化器外科IIとの共同研究により膵癌患者検体からの癌細胞の
確立に成功している。これらの細胞は現行の膵癌治療薬に対して耐
性を獲得し幹細胞マーカーの発現も亢進していることから、膵癌幹
細胞を分離・培養できていることが想定される。現在、これらの膵癌
幹細胞に対する治療標的分子を解析している中であり、同定された
後は、in vivoマウスでの抗腫瘍効果の検証に加えて、膵癌患者の治
験の可能性に向けて整備を進めている所ある。このように、治療耐
性・再発の原因となる癌幹細胞を治療標的とすることで、ハイドロゲ
ルを基盤とした革新的ながん個別化医療の開発を目指す。このよう
に、高機能ハイドロゲルを用いて細胞の分化状態を制御することで、
組織再生やがん幹細胞標的治療に応用可能となると期待される。
整形外科学教室では高純度アルギン酸ゲルを用いた無細胞移植
軟骨再生医療に関する臨床パイロット治験が既に終了しており、重
篤な合併症を来すことなく良好な短期臨床成績を得ている。現在、有
効性・安全性試験を施行中であり、臨床応用の新たなステージに突
入している。現在では、本マテリアルの適応拡大を目指し、様々な橋
渡し研究を行っている。具体的には、重症軟骨損傷に対する既存術
式との併用による新たな治療法の開発（The American Journal of 
Sports Medicine 2019, 2021）や、移植細胞同士を、高純度アルギ
ン酸ゲルを用いて架橋した「生きた細胞ゲル」を開発し、難治性腱損
傷に対する治療効果を検証している（特願2021－136866）。また、
椎間板および半月板再生に応用する研究を行っている。椎間板再
生では既に臨床試験を展開しており、また半月板分野では前臨床試
験を開始している。これらの研究成果を基盤として、新規医療材料の
臨床応用を実現するとともに新たな臨床適応の獲得を目指してい
る。
分子病理学教室では、これまで腸や肝臓、膵臓などの消化器を中
心として、臓器・組織の再生の分子メカニズムの解明と臓器・組織再
生に関連する新規シグナル伝達経路の同定の研究を新規技術であ
るオルガノイド培養法やシングルセル解析などの網羅的解析手法を
用いて行い、その研究成果を発表してきた（Nature 2015, Proc. 
Natl. Acad. Sci. USA 2017など）。2022年より日本において組織修
復を目的としてオルガノイド培養法を用いて樹立した自家腸上皮オ
ルガノイドを潰瘍性大腸炎患者に移植する治療法が開始され、今後
他の疾患においてもオルガノイド培養法を基盤とする組織再生治療
法の応用が期待されている。我々独自の研究分野である「炎症の記
憶」をキーワードとして、炎症後の記憶を保持し、高い増殖能と再性
能を持つ様々な臓器由来のオルガノイドの樹立方法の確立を行い、
腫瘍病理学教室と整形外科学教室のゲル研究の成果と融合させる
ことを予定している。これらの研究成果を基盤として、革新的な組織
再生治療法の開発を目指している。

人対象医学研究推進分野
基盤教室　公衆衛生学教室
基盤教室　医学統計学教室
基盤教室　衛生学教室
協力組織　病院臨床研究開発センター、病院データサイエンスセンター

基盤教室：公衆衛生学教室

公衆衛生学教室は、胎児・新生児から高齢者まで、健康な人も病気

を抱えている人も社会で生活するすべての人々を対象として、身体

的・精神的健康を守り増進するための研究と実践活動を行っている。

教室では、疫学的手法を用いて主体的に人を対象としたフィールド

研究、コホート研究を実施するのみならず、研究が適切に行われるよ

う学内外の研究者からの研究デザイン相談等にも応じている。

基盤教室：医学統計学教室

医学統計学・生物統計学（Biostatisics）は、生物を対象としたデー

タのとり方、解析方法を考える学問である。実際に利用する上で必要

となる、解析結果がわかりやすく解釈できることを大切にしている。当

教室では、特に医学分野への応用を念頭に置くことが中心である。教

室のポリシーとして、好奇心を大事にすることと、研究を通して健康

問題に挑戦する意識を大事にすることを掲げている。

生物統計学のなかでも、（1）予測モデル構築のための方法論開

発、（2）臨床試験デザインの開発を中心に研究を行っている。

（1）に関して、個別化医療がキーワードに挙げられてずいぶん経つ

が、従来の患者重症度判定だけではなく、個人ごとの予後予測をな

るべく精確に行いたい臨床的要求は増すばかりである。診断時のみ

ならず、患者経過を加味しながら将来の予後を動的に予測すること、

死亡や再発といった単一のイベント発生のみならず、繰り返し再発

や、重篤なイベント発生前の途中のイベントのような複雑なアウトカ

ムに対応するための方法論開発を行っている。（2）に関して、臨床試

験は患者にとって治療選択の自由を奪うある種の人体実験であるこ

とから、十分な意思決定・解釈を行えるだけのなるべく小さなサンプ

ルサイズで試験実施したい要求がある。最近では開発する薬剤を複

数の部位に対して効果を検討することや、バイオマーカーを用いて

効果の高い集団を絞り込むような複雑なデザインの下で開発が進ん

でいる。また、アカデミアを中心に希少疾患に対し、何らかのエビデン

スを創出するために、サンプルサイズが小さく制限された下で、なる

べく適切な意思決定を行うためのデザインが必要とされている。これ

ら臨床試験デザインの方法論を開発している。他にも生物統計コン

サルテーシヨンを通して、臨床家と共同研究を数多く実施している。

基盤教室：衛生学教室

衛生学教室は、さまざまな社会・環境要因が人の健康に及ぼす影

響について学際的アプローチで解明する研究を行い、人の健康の問

題解決に資する基盤的な研究を行っている。対象とする社会・環境

要因は地域やコミュニティレベルから全球レベルまで幅広く含む。具

体的には、フィールド調査で得られるデータ、国内の死亡統計、疾患

発生登録データ、中・低所得国の個票データを用い、他分野と連携し

て開発した曝露指標を適用した研究を推進している。

協力組織：病院臨床研究開発センター

北海道大学病院は、医療法に基づく臨床研究中核病院として認定

され、新規医療技術の開発と国際水準の臨床研究の実施をミッショ

ンとしているが、本組織は病院においてその中心的役割を果たして

いる。また、橋渡し研究支援機関にも採択され、橋渡し研究の推進に

も寄与しており、医学統計学教室、レギュラトリーサイエンス教室、ヘ

ルスデータサイエンス教室と連携して、本学の研究者のシーズの実

用化に向けた取り組みを支援している。

本組織は研究支援として、再生医療製品等を含めた医師主導治験

を計画、立案、規制当局への対応支援を行い、実際の治験の運用と

データマネジメント等の業務支援を実施している。また、治験以外の

研究者主導臨床試験の品質向上に関する支援も積極的に行ってい

る。これらの業務支援を通して得た先進医療マネジメントの手法やノ

ウハウを、学部学生、大学院生および研究者への教育に反映させ、本

学における本分野の推進に尽力している。

また、本組織では、大学発のシーズを臨床応用につなげ医療イノ

ベーションを推進するための一環として、レギュラトリーサイエンスの

観点から開発助言を行うとともに、そのベースとなるレギュラトリーサ

イエンス研究を推進しており、主に新たなモダリティの医薬品の規制

や評価等に関する検討を行っている。加えて、医薬品や医療機器等

の開発ガイドラインの作成にも携わっている。

協力組織：病院データサイエンスセンター

病院データサイエンスセンターでは、近年注目を集めているナショ

ナルデータベースやウェアラブルデバイスから得られるデータなどの

リアルワールドデータに着目し、リアルワールドデータの取得方法に

関する医療情報学的研究、臨床研究デザイン、臨床研究のデータ管

理および解析方法に関する研究を推進している。
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本研究分野は分子・細胞レベルの機能イメージングを用いて分
子・細胞・組織機能を明らかにし、様々な生体機能や疾患病態を解明
することを目指して、令和２年度よりスタートした。
画像診断学教室では、MRIやPETを用いた分子イメージングとし

て、安定同位体や放射性同位体を用いて特定の分子をラベルし、分
子の局在や機能を画像化する研究に取り組んでいる。特に安定同位
体のイメージングではMRIと同位体顕微鏡を用いて様々な生体内分
子の局在や動態を解明することを目指しており、水分子のイメージン
グから研究を開始している。脳内の水動態は近年のトピックとなって
いるが、脳内のリンパ系としてglymphatic systemが提唱されており、
様々な老廃物の除去機構として注目を集めている。Glymphatic 
systemの本態は脳脊髄液や細胞外液の水の動きであるが、水分子
そのものを長期間・高分解能で追跡する技術がなかったため、リンパ
系としての実際の機能は明らかにはなっていない。我々は酸素の安
定同位体であるO-17やO-18を用いて水分子をラベルし、MRIではマ
クロレベルのイメージング、同位体顕微鏡ではミクロレベルのイメー
ジングを行い、水分子そのものをトレーサーとして用いる手法の確立
を目指している。O-17水によるMRIイメージングでは高速な定量化
撮像技術の開発や高分解能の4Dイメージングの開発を行っており、
O-18水による同位体顕微鏡イメージングでは、分子神経免疫学教室
のマクロトームも利用し、含水凍結生体試料の水イメージングが可能
になった。これらの手法を用いて正常の水動態をまず理解し、次に細
胞膜にある水分子特異的なチャネルであるアクアポリンの機能を明
らかにし、さらにはアルツハイマー型認知症や筋萎縮性側索硬化症
（ALS）などの神経変性疾患、多発性硬化症などの発症と、
glymphatic systemの関係の詳細を明らかとする。これまでにO-17
水の静脈内投与や髄腔内投与による正常動物やALSモデル動物の
MRI撮像を行い、ALSモデル動物での水動態異常を明らかにしてき
た。また、脳や肝臓におけるO-18水分布を同位体顕微鏡でイメージ
ングすることに成功している。将来的には水分子から様々な生体内
分子に対象を広げ、ミクロレベルからマクロレベルで動的に追跡する
ことで新たな生体機能の発見や病態の解明を行い、新しい画像バイ
オマーカーの確立や新しい治療戦略の開発など、基礎医学から臨床
医学まで広い領域で貢献することを目指している（図１）。

免疫・代謝内科学教室と分子神経免疫学教室では、画像診断学教
室と協力して、前述した最先端MRI、PET、同位体顕微鏡技術を応用
するとともに超解像共焦点顕微鏡や光シート型顕微鏡、マクロトーム
などのイメージング技術を組み合わせて疾患発症の分子機構を明ら
かにしている。マクロトームで作成した大型切片の超解像共焦点顕
微鏡による解析で、遺伝子変異、外部刺激に応じた細胞内の機能的
な微小構造の変化を検出する。さらに、疾患モデルマウスから患者検
体まで透明化による３D免疫染色も可能とする光シート型顕微鏡も
用いてイメージング解析も実施し、疾患の発症機構を解析する。イ
メージング技術による解析を分子生物学的に応用展開するために
は、主としてレーザーマイクロダイセクション法とシングルセル
RNAseq技術を用いている。本分野では、これらのイメージング技術
と分子生物学的な技術から、特に、自己免疫疾患を含む難治性の炎
症性疾患発症の分子機構を明らかにする。将来的には、本分子・細胞
機能イメージング分野から世界に冠たるイメージング技術を開発し、
その応用展開から疾患発症機構のコンセプトを発信し、臨床におい
て疾患の予防、治療に用いることを目指している（図２）。現在、免疫・
代謝内科学教室と分子神経免疫学分野で２つの共同研究を実施し
ているので、令和3年度に以下の成果をまとめた：シェーグレン症候
群の疾患関連遺伝子であるGTF2Iが、リスクSNPにて発現増強し、唾
液腺細胞内にてNFkB経路を核内で正に制御して炎症誘導機構であ
るIL-6アンプを活性化していることを発表した。また、令和3年度には
以下の成果をまとめる予定である：全身性エリテマトーデスモデル
（MRL/lpr）マウスを慢性的な睡眠不足にすると神経精神SLE様の行
動を示し、その行動変容の分子機構としてmPFC神経核のマイクログ
リア活性化依存性のIL-12発現亢進が関連していた。神経精神SLE患
者でも同様の現象が認められ、今後、マウスモデルでの詳細なイメー
ジング的解析も実施予定である。

分子・細胞機能イメージング分野
基盤教室　画像診断学教室
基盤教室　免疫・代謝内科学教室
協力組織　遺伝子病制御研究所分子神経免疫学分野

図１ 図２

医療AI教育研究分野

本分野は令和２年度に開始された文部科学省「保健医療分野に

おけるAI研究開発加速に向けた人材養成産学協働プロジェクト」を

本学で実施するにあたり令和３年度より設置された。医療AI研究開

発６領域（画像診断支援、ゲノム医療、診断・治療支援、介護認知症、

医薬品開発、手術支援）を念頭に置き、最先端の医療AI開発を行い

ながら大学院生・社会人の医療AI教育を行うことをミッションとして

いる。

画像診断学教室では先端画像診断開発学教室や情報科学研究院

メディアダイナミクス研究室と連携しながら、画像診断分野を中心と

したAI研究開発に取り組んでいる。MRIやPETデータを中心に、高速

撮像での高精細画像再構成、被ばく低減を目指した高精細な超解像

画像再構成、病変部のアダプティブな自動抽出、多変量データを用

いた病変・病態診断や予後予測などの研究開発を進めている。先端

画像診断開発学教室では、現場の臨床において必要とされるAI技術

要件の多角的再検討と必要な要素技術の研究開発、現状のAI要素

技術の限界点の分析・明確化と必要な医療用新規AI要素技術の創

生開発、遠隔介護支援あるいは遠隔医療支援において用いる自立型

ロボットへの組込を前提としたAI技術の再検討、ゲノムオミックス情

報をより高速に利活用するためのAI手法の方向性研究などを念頭に

研究開発検討を進めている。保健科学研究院医用生体理工学分野

では手術動画解析による手術手技解析や有害事象検出、胸部画像

における重症度判定や予後予測などの研究を行っており、保健科学

研究院　健康科学分野ではレセプト・DPCデータのAI解析、特定健

診データによる疾病予測アルゴリズムの開発などを推進しており、地

域医療連携におけるAI利用などにも取り組む予定である。その他、保

健科学研究院　高次脳機能創発分野では認知症における認知心理

検査のAI解析、薬学研究院　生体分析化学研究室では薬剤開発に

おけるAI利用などにも取り組む予定である。これらの研究開発のう

ち、企業との共同研究をベースにしたものは薬事認証・承認を含めて

社会実装も目指しており、北海道大学病院に設置された医療AI研究

開発センターとも密接に連携し、企業との共同研究開発の推進、外部

資金の獲得、部局間連携、地域連携、国際連携も積極的に行ってい

く。

研究開発と同時に人材育成にも深く取り組んでおり、令和３年度

より医療AI開発者養成プログラム（Clinical AI Human Resources 

Development Program：CLAP）を開始した。医学院博士課程の大学

院生を対象にした４年間のコースと、その他の大学院生・社会人を

対象にした１年間のインテンシブコースがある。前者では最新の臨

床医学に関連させたAI技術を学ぶことで、医療AIの開発をリーダー

として主導できる人材を育成する。後者では様々な専門分野をバッ

クグラウンドに持っている受講生が集まるため、それぞれの立場から

医療AI開発を推進できる人材を育成する。いずれも医療AI全般の知

識習得に加えて、医療課題の抽出技術や医療情報システム開発にお

けるプロジェクト管理技法、システム設計手法、医療AIプログラミング

技術の習得も目指している。講義や実習はオンライン・オンデマンド

の形態を多く取り入れているが、アクティブ・ラーニング型の要素も重

視して幅広いディスカッションが行えるように配慮し、ハンズオン演

習も行っている。さらに、このCLAP以外でも医療AI特別セミナーとし

て、より広い聴講者を対象に医療AIに関する話題提供を行っている。

基盤教室　画像診断学教室
連携教室　先端画像診断開発学教室
協力組織　情報科学研究院メディアダイナミクス研究室
 薬学研究院生体分析化学研究室
 保健科学研究院医用生体理工学分野
 保健科学研究院健康科学分野
 保健科学研究院高次脳機能創発分野
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本研究分野は分子・細胞レベルの機能イメージングを用いて分
子・細胞・組織機能を明らかにし、様々な生体機能や疾患病態を解明
することを目指して、令和２年度よりスタートした。
画像診断学教室では、MRIやPETを用いた分子イメージングとし

て、安定同位体や放射性同位体を用いて特定の分子をラベルし、分
子の局在や機能を画像化する研究に取り組んでいる。特に安定同位
体のイメージングではMRIと同位体顕微鏡を用いて様々な生体内分
子の局在や動態を解明することを目指しており、水分子のイメージン
グから研究を開始している。脳内の水動態は近年のトピックとなって
いるが、脳内のリンパ系としてglymphatic systemが提唱されており、
様々な老廃物の除去機構として注目を集めている。Glymphatic 
systemの本態は脳脊髄液や細胞外液の水の動きであるが、水分子
そのものを長期間・高分解能で追跡する技術がなかったため、リンパ
系としての実際の機能は明らかにはなっていない。我々は酸素の安
定同位体であるO-17やO-18を用いて水分子をラベルし、MRIではマ
クロレベルのイメージング、同位体顕微鏡ではミクロレベルのイメー
ジングを行い、水分子そのものをトレーサーとして用いる手法の確立
を目指している。O-17水によるMRIイメージングでは高速な定量化
撮像技術の開発や高分解能の4Dイメージングの開発を行っており、
O-18水による同位体顕微鏡イメージングでは、分子神経免疫学教室
のマクロトームも利用し、含水凍結生体試料の水イメージングが可能
になった。これらの手法を用いて正常の水動態をまず理解し、次に細
胞膜にある水分子特異的なチャネルであるアクアポリンの機能を明
らかにし、さらにはアルツハイマー型認知症や筋萎縮性側索硬化症
（ALS）などの神経変性疾患、多発性硬化症などの発症と、
glymphatic systemの関係の詳細を明らかとする。これまでにO-17
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かにしている。マクロトームで作成した大型切片の超解像共焦点顕
微鏡による解析で、遺伝子変異、外部刺激に応じた細胞内の機能的
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分子・細胞機能イメージング分野
基盤教室　画像診断学教室
基盤教室　免疫・代謝内科学教室
協力組織　遺伝子病制御研究所分子神経免疫学分野

図１ 図２

医療AI教育研究分野
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医薬品開発、手術支援）を念頭に置き、最先端の医療AI開発を行い

ながら大学院生・社会人の医療AI教育を行うことをミッションとして

いる。

画像診断学教室では先端画像診断開発学教室や情報科学研究院

メディアダイナミクス研究室と連携しながら、画像診断分野を中心と

したAI研究開発に取り組んでいる。MRIやPETデータを中心に、高速

撮像での高精細画像再構成、被ばく低減を目指した高精細な超解像

画像再構成、病変部のアダプティブな自動抽出、多変量データを用

いた病変・病態診断や予後予測などの研究開発を進めている。先端

画像診断開発学教室では、現場の臨床において必要とされるAI技術

要件の多角的再検討と必要な要素技術の研究開発、現状のAI要素

技術の限界点の分析・明確化と必要な医療用新規AI要素技術の創

生開発、遠隔介護支援あるいは遠隔医療支援において用いる自立型

ロボットへの組込を前提としたAI技術の再検討、ゲノムオミックス情

報をより高速に利活用するためのAI手法の方向性研究などを念頭に

研究開発検討を進めている。保健科学研究院医用生体理工学分野

では手術動画解析による手術手技解析や有害事象検出、胸部画像

における重症度判定や予後予測などの研究を行っており、保健科学
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く。

研究開発と同時に人材育成にも深く取り組んでおり、令和３年度

より医療AI開発者養成プログラム（Clinical AI Human Resources 
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院生を対象にした４年間のコースと、その他の大学院生・社会人を

対象にした１年間のインテンシブコースがある。前者では最新の臨

床医学に関連させたAI技術を学ぶことで、医療AIの開発をリーダー

として主導できる人材を育成する。後者では様々な専門分野をバッ

クグラウンドに持っている受講生が集まるため、それぞれの立場から

医療AI開発を推進できる人材を育成する。いずれも医療AI全般の知

識習得に加えて、医療課題の抽出技術や医療情報システム開発にお

けるプロジェクト管理技法、システム設計手法、医療AIプログラミング

技術の習得も目指している。講義や実習はオンライン・オンデマンド

の形態を多く取り入れているが、アクティブ・ラーニング型の要素も重

視して幅広いディスカッションが行えるように配慮し、ハンズオン演

習も行っている。さらに、このCLAP以外でも医療AI特別セミナーとし

て、より広い聴講者を対象に医療AIに関する話題提供を行っている。

基盤教室　画像診断学教室
連携教室　先端画像診断開発学教室
協力組織　情報科学研究院メディアダイナミクス研究室
 薬学研究院生体分析化学研究室
 保健科学研究院医用生体理工学分野
 保健科学研究院健康科学分野
 保健科学研究院高次脳機能創発分野
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連携研究センターで展開されている主たる研究プロジェクトの概要

北海道大学の強み・特色を活かした国際連携研究・教育の推進

と、部局が独自に進める国際連携研究・教育の支援を目的とし、世

界トップレベルの教員を国内外及び学内から結集した総長直轄の

組織として、平成26年４月、国際連携研究教育局（GI-CoRE）が設置

された。GI-CoRE内には、研究領域ごとの活動拠点である「グローバ

ルステーション（GS）」を置き、各GSにおいて重点的に研究教育活動

を進めている。

GI-CoRE設置と同時期に設置された「量子医理工学グローバルス

テーション」は、設置期間が令和２年３月に満了となったが、これま

での成果が評価され、さらに機動力を高めるために令和２年４月に

医学研究院に定着化し、「医理工学グローバルセンター（GCB）」を

設置し、「GI-CoRE協力拠点」の認定を受け、GI-CoREと連携しなが

ら研究教育活動を継続している。

GI-CoREの特色は以下の通りである。

1） GI-CoRE 内に置かれているグローバルステーションに、国内

外から世界トップレベルの教育研究ユニットを誘致し、学内

関連分野の世界トップレベル教員とともに、国際連携研究・教

育を推進。

2） 研究費等を重点的に配分。

3） 所属教員には、新たな人事・給与制度等を適用。

4） 教育研究に集中できる環境を構築するため、所属教員の管理

運営業務を免除。

5） 教育研究成果を、全学的な組織改革に活かす。

○令和４年４月現在以下の２つのグローバルステーションを設

置。

1） バイオサーフィス創薬グローバルステーション（令和２年３月

設置）

2） 先住民・文化的多様性研究グローバルステーション（令和３

年４月設置）

○各グローバルステーションにステーション長を置き、関連分野の

中核となる教員をもって充てる。

○実際の研究活動は、以下の関連部局において実施する。

1） バイオサーフィス創薬グローバルステーション…薬学研究院

2） 先住民・文化的多様性研究グローバルステーション…アイヌ・

先住民研究センター

○教員配置

1） 国内外から招へいした教員は、クロス・アポイントメント制度

を活用し、GI-CoRE に配置する。これらの教員は原則GI-CoRE

に所属するが、実情に応じて関連部局等を兼務することがで

きる。

2） 学内の部局等に所属する関連分野の中核となる教員を

GI-CoRE に配置する。

○設置期間を満了したグローバルステーションは、関連部局等に定

着化し、GI-CoRE協力拠点の認定を受け、GI-CoREと連携しなが

ら研究教育活動を継続。令和４年４月現在、以下の６つの協力

拠点を認定

1） 医学研究院　医理工学グローバルセンター＊＊

2） 人獣共通感染症リサーチセンター　国際協働ユニット

3） 農学研究院　食水土資源グローバルセンター

4） 先端生命科学研究院　次世代物質生命科学研究センター　

ソフトマター国際連携ユニット

5） 情報科学研究院　ビッグデータとIoTに関する協同センター

6） 北極域研究センター　国際連携研究ユニット

＊GI-CoREホームページ

　　https://gi-core.oia.hokudai.ac.jp/

＊＊医学研究院　医理工学グローバルセンターホームページ

　　https://gcb.med.hokudai.ac.jp/ （英語版）

　　https://gcb2.med.hokudai.ac.jp/overview.html （日本語版）

国際連携研究教育局（GI-CoRE）協力拠点

令和3年度連携研究センター業績
ANNUAL REPORT 2021
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令和3年度連携研究センター　構成員 （令和4年３月3１日現在）

連
携
研
究
セ
ン
タ
ー 「
フ
ラ
テ
」

再生医学・組織工学分野
分野長　田中　伸哉

光バイオイメージング分野
分野長　佐邊　壽孝

医療AI教育研究分野
分野長　工藤　與亮

人対象医学研究推進分野
分野長　玉腰　暁子

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室
 教　　授／田中　伸哉
 准 教 授／津田　真寿美

〔基盤教室〕
分子病理学教室
 教　　授／谷口　浩二

〔基盤教室〕
整形外科学教室
 教　　授／岩崎　倫政
 講　　師／小野寺　智洋

〔基盤教室〕
分子生物学教室
 教　　授／佐邊　壽孝
 講　　師／及川　司
 助　　教／橋本　あり
 助　　教／半田　悠

〔基盤教室〕
画像診断学教室
 教　　授／工藤　與亮
 准 教 授／平田　健司
 助　　教／森田　亮
 特任助教／唐　明輝

〔連携教室〕
先端画像診断開発学教室
 教　　授／工藤　與亮
 特任教授／中谷　純

〔協力組織〕
情報科学研究院
メディアダイナミクス研究室
 教　　授／長谷山　美紀
 准 教 授／小川　貴弘

〔協力組織〕
保健科学研究院医用生体理工学分野
 教　　授／加藤　千恵次
 教　　授／神島　保

〔協力組織〕
保健科学研究院
健康科学分野
 教　　授／小笠原　克彦

〔協力組織〕
保健科学研究院
高次脳機能創発分野
 准 教 授／大槻　美佳

〔協力組織〕
遺伝子病制御研究所
がん制御学分野
 教　 授／園下　将大
 助　准／大塩　貴子
 助　教／大沼　耕平

〔協力組織〕
医理工学グローバルセンター
分子医理工学部門
生物医理工学セクション
 准 教 授／小野寺　康仁

〔協力組織〕
薬学研究院
生体分析化学研究室
 教　　授／小川　美香子

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室
 教　　授／玉腰　暁子
 准 教 授／平田　匠
 助　　教／木村　尚史

〔基盤教室〕
医学統計学教室
 准 教 授／横田　勲

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター
 教　　授／佐藤　典宏
 教　　授／荒戸　照世

〔協力組織〕
病院データサイエンスセンター
 教　　授／伊藤　陽一

分子・細胞機能イメージング分野
分野長　工藤　與亮

〔基盤教室〕
画像診断学教室
 教　　授／工藤　與亮
 准 教 授／平田　健司
 助　　教／森田　亮

〔基盤教室〕
免疫・代謝内科学教室
 教　　授／渥美　達也
 准 教 授／中村　昭伸
 助　　教／アメングアル・プリエゴ・マリア・オルガ

〔協力組織〕
遺伝子病制御研究所分子神経免疫学分野
 教　　授／村上　正晃
 准 教 授／北條　慎太郎
 特任講師／山﨑　剛士

療養・就労両立医学分野
分野長　白𡈽　博樹

〔基盤教室〕
腫瘍内科学教室
 教　授／秋田　弘俊

〔基盤教室〕
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室
 教　授／本間　明宏

〔基盤教室〕
放射線治療学教室
 教　授／青山　英史

〔基盤教室〕
小児科学教室
 教　授／真部　淳

〔基盤教室〕
整形外科学教室
 教　授／岩崎　倫政

〔基盤教室〕
血液内科学教室
 教　授／豊嶋　崇徳

〔基盤教室〕
産婦人科学教室
 教　授／渡利　英道

〔基盤教室〕
腎泌尿器外科学教室
 教　授／篠原　信雄

〔基盤教室〕
神経薬理学教室

〔協力組織〕
病院腫瘍センター
 教　授/白𡈽　博樹（兼）

〔協力組織〕
病院乳腺外科
 

〔協力組織〕
病院リハビリテーション科
 教　授／生駒　一憲

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室
 教　 授／玉腰　暁子

〔連携教室〕
療養・就労両立医学教室
 教　授/白𡈽　博樹（兼）

助　　教／田中　勇希

助　　教／照川　アラー
特任助教／角家　健

准 教 授／杉森　博行
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令和3年度連携研究センター　構成員 （令和4年３月3１日現在）

連
携
研
究
セ
ン
タ
ー 「
フ
ラ
テ
」

再生医学・組織工学分野
分野長　田中　伸哉

光バイオイメージング分野
分野長　佐邊　壽孝

医療AI教育研究分野
分野長　工藤　與亮

人対象医学研究推進分野
分野長　玉腰　暁子

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室
 教　　授／田中　伸哉
 准 教 授／津田　真寿美

〔基盤教室〕
分子病理学教室
 教　　授／谷口　浩二

〔基盤教室〕
整形外科学教室
 教　　授／岩崎　倫政
 講　　師／小野寺　智洋

〔基盤教室〕
分子生物学教室
 教　　授／佐邊　壽孝
 講　　師／及川　司
 助　　教／橋本　あり
 助　　教／半田　悠

〔基盤教室〕
画像診断学教室
 教　　授／工藤　與亮
 准 教 授／平田　健司
 助　　教／森田　亮
 特任助教／唐　明輝

〔連携教室〕
先端画像診断開発学教室
 教　　授／工藤　與亮
 特任教授／中谷　純

〔協力組織〕
情報科学研究院
メディアダイナミクス研究室
 教　　授／長谷山　美紀
 准 教 授／小川　貴弘

〔協力組織〕
保健科学研究院医用生体理工学分野
 教　　授／加藤　千恵次
 教　　授／神島　保

〔協力組織〕
保健科学研究院
健康科学分野
 教　　授／小笠原　克彦

〔協力組織〕
保健科学研究院
高次脳機能創発分野
 准 教 授／大槻　美佳

〔協力組織〕
遺伝子病制御研究所
がん制御学分野
 教　 授／園下　将大
 助　准／大塩　貴子
 助　教／大沼　耕平

〔協力組織〕
医理工学グローバルセンター
分子医理工学部門
生物医理工学セクション
 准 教 授／小野寺　康仁

〔協力組織〕
薬学研究院
生体分析化学研究室
 教　　授／小川　美香子

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室
 教　　授／玉腰　暁子
 准 教 授／平田　匠
 助　　教／木村　尚史

〔基盤教室〕
医学統計学教室
 准 教 授／横田　勲

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター
 教　　授／佐藤　典宏
 教　　授／荒戸　照世

〔協力組織〕
病院データサイエンスセンター
 教　　授／伊藤　陽一

分子・細胞機能イメージング分野
分野長　工藤　與亮

〔基盤教室〕
画像診断学教室
 教　　授／工藤　與亮
 准 教 授／平田　健司
 助　　教／森田　亮

〔基盤教室〕
免疫・代謝内科学教室
 教　　授／渥美　達也
 准 教 授／中村　昭伸
 助　　教／アメングアル・プリエゴ・マリア・オルガ

〔協力組織〕
遺伝子病制御研究所分子神経免疫学分野
 教　　授／村上　正晃
 准 教 授／北條　慎太郎
 特任講師／山﨑　剛士

療養・就労両立医学分野
分野長　白𡈽　博樹

〔基盤教室〕
腫瘍内科学教室
 教　授／秋田　弘俊

〔基盤教室〕
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室
 教　授／本間　明宏

〔基盤教室〕
放射線治療学教室
 教　授／青山　英史

〔基盤教室〕
小児科学教室
 教　授／真部　淳

〔基盤教室〕
整形外科学教室
 教　授／岩崎　倫政

〔基盤教室〕
血液内科学教室
 教　授／豊嶋　崇徳

〔基盤教室〕
産婦人科学教室
 教　授／渡利　英道

〔基盤教室〕
腎泌尿器外科学教室
 教　授／篠原　信雄

〔基盤教室〕
神経薬理学教室

〔協力組織〕
病院腫瘍センター
 教　授/白𡈽　博樹（兼）

〔協力組織〕
病院乳腺外科
 

〔協力組織〕
病院リハビリテーション科
 教　授／生駒　一憲

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室
 教　 授／玉腰　暁子

〔連携教室〕
療養・就労両立医学教室
 教　授/白𡈽　博樹（兼）

助　　教／田中　勇希

助　　教／照川　アラー
特任助教／角家　健

准 教 授／杉森　博行
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令和3年度　研究セミナー

〇連携研究センター全体

第16回　北海道大学医学研究院連携研究センター
研究成果発表会
日　時　　令和3年11月4日（木）　13：25〜17：30
場　所　　Zoomによるオンライン開催

プログラム
1． センター長挨拶（13：25〜13：30）

2． 各分野報告（13：30〜16：45）
　（1） 再生医学・組織工学分野：座長　准教授　津田真寿美（13：30～14：00）

　　　「多孔質ハイドロゲルを用いた脳組織再生への挑戦」

演者　特任助教　谷川　　聖

　（2） 光バイオイメージング分野：座長　教授　園下　将大（14：00～14：30）

　　　「超解像イメージングから見えてきたDNA複製期ヒストンのダイナミクス」

演者　講師　及川　　司

　（3） 人対象医学研究推進分野：座長　准教授　横田　勲（14：30～15：00）

　　　「ウェアラブルデバイスを用いた臨床研究の分析」

演者　教授　伊藤　陽一

―――――  休憩（15分）  ―――――

　（4） 分子・細胞機能イメージング分野：座長　教授　工藤　與亮（15：15～15：45）

　　　「中枢神経水動態の理解に向けて－安定同位体を用いた水イメージング法の開発－」

演者　助教　亀田　浩之

　（5） 療養・就労両立医学分野：座長　教授　白𡈽　博樹（15：45～16：15）

　　　「がん放射線治療における療養・就労両立支援に関するアンケート調査」

演者　助教　西岡　健太郎

　（6） 医療AI教育研究分野：座長　特任教授　中谷　純（16：15～16：45）

　　　「医療AI教育の取り組みと本学連携研究の実際」

演者　准教授　杉森　博行

3． 特別講演（16：45〜17：30）
　　　「がん医療の経済毒性と療養・就労両立支援」

演者　　本多　和典（愛知県がんセンター薬物療法部　医長）

4． 閉会の辞（17：30）

16



○その他

再生医学・組織工学分野
※準備中
　
　

光バイオイメージング分野
遺伝子病制御研究所がん制御学分野

１ がん制御学セミナー 札幌 令和 3 年 9 月21日
２ がん制御学セミナー 札幌 令和 3 年11月22日

人対象医学研究推進分野
公衆衛生学教室・医学統計学教室・北大病院臨床研究開発センター

１ 公衆衛生学教室特別セミナー WEB 令和 3 年 8 月30日
２ 教室特別セミナー　「回帰不連続デザインによる介入効果の推定」 令和 3 年11月 8 日

３
教室特別セミナー

「日本における高齢者COVID-19入院患者の臨床疫学および重症化因子の
解析」

令和 3 年11月25日

４ 教室特別セミナー
「生存時間アウトカムにおける治療効果予測マーカーの最適閾値の推定」 令和 3 年11月29日

５ 臨床研究セミナー 札幌 令和 3 年 4 月16日
６ 臨床研究セミナー 札幌 令和 3 年 5 月28日
７ 臨床研究セミナー 札幌 令和 3 年 6 月29日
８ 臨床研究セミナー 札幌 令和 3 年 8 月 3 日
９ 臨床研究セミナー* 札幌 令和 3 年 9 月30日
10 臨床研究セミナー 札幌 令和 3 年11月22日
11 臨床研究セミナー 札幌 令和 3 年12月20日
12 臨床研究セミナー 札幌 令和 4 年 1 月17日
13 臨床研究セミナー 札幌 令和 4 年 3 月18日

分子・細胞機能イメージング分野
遺伝子病制御研究所分子神経免疫学分野

１ 第４回フォトエキサイトニクス研究拠点 研究会 光励起状態制御の予測と
高度利用 WEB 令和 4 年 3 月28日

2 IGM-QST-NIPSセミナー
「末梢B細胞運命決定機序」 WEB 令和 4 年 1 月28日

3 IGMセミナー
「骨免疫と自己免疫」 WEB 令和 4 年 1 月13日

4 IGMリエゾン炎症シンポジウム
「ダイヤモンド量子センサを用いた超高感度な生体分子計測」 WEB 令和 3 年12月17日

5 IGM感染癌セミナー
「ピロリ菌によるゲノム不安定性誘導を介した胃癌発症機構」 WEB 令和 3 年11月29日

6 IGMセミナー
「統合失調症と幻聴・幻覚の脳科学」 WEB 令和 3 年11月24日

7 IGMリエゾンラボ炎症シンポジウム
「ペプチドアレイを利用した分子認識プローブの設計」 WEB 令和 3 年10月21日

8 第７回北大部局横断シンポジウム
「新領域創成に向けた若手連携の形成」 WEB 令和 3 年10月 1 日
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9 合原・村上ムーンショット Project 合同ワークショップ WEB 令和 3 年 8 月13日

10 MSセミナー
「オンデマンド脳活動介入によるてんかん発作制御とその応用」 WEB 令和 3 年 8 月 6 日

11 IGMセミナー
「遺伝病制御研究所 国際セミナー」 WEB 令和 3 年 7 月13日

12
IGMセミナー

「皮膚や筋からの情報で誘発される自律神経反射～高齢者医療への応用に
向けて～」

WEB 令和 3 年 5 月14日

療養・就労両立医学分野
放射線治療学教室

１ 北海道がんプロ北大医・市民公開講座
「肺がん特集」 WEB 令和 3 年 4 月15日

2 北海道がんプロ北大医・市民公開講座
「膵がん特集」 WEB 令和 3 年 5 月20日

3 がん医療WEBセミナー　関西医科大学 WEB 令和 3 年 5 月21日

4
北海道がんプロ北大医・市民公開講座×北海道大学病院腫瘍センター市民
公開講座

「脳腫瘍特集」
WEB 令和 3 年 8 月12日

5 北海道がんプロ北大医・市民公開講座
「稀少がん特集」 WEB 令和 3 年10月14日

6 市立札幌病院　がん診療連携拠点病院特別講演会―放射線治療の新たな
こころみー 札幌 令和 3 年11月19日

7 北海道がんプロ北大医・市民公開講座
「泌尿器がん特集」 WEB 令和 3 年11月25日

8
北海道がんプロ北大医・市民公開講座×北海道大学病院腫瘍センター市民
公開講座

「頭頸部がん特集」
WEB 令和 4 年 2 月10日

9 第1回 造血幹細胞移植Webセミナー WEB 令和 3 年 5 月29日
10 第2回 造血幹細胞移植Webセミナー WEB 令和 3 年 8 月28日
11 第3回 造血幹細胞移植Webセミナー WEB 令和 3 年10月 2 日
12 造血細胞移植看護基礎研修 WEB 令和 3 年11月13日
13 造血細胞移植看護基礎研修Ⅱ WEB 令和 3 年12月 4 日
14 第5回 造血幹細胞移植Webセミナー WEB 令和 4 年 1 月29日
15 第6回 造血幹細胞移植Webセミナー WEB 令和 4 年 3 月12日
16 北海道小児保健研究会 WEB 令和 3 年 5 月22日
17 がんプロ共催第1回腫瘍センターセミナー WEB 令和 3 年 6 月10日
18 第39回北海道思春期研究会 WEB 令和 3 年 7 月 4 日

19 第72回北日本小児科学会 札幌 令和 3 年 9 月10日・
11日

20 第12回北海道大学病院小児がん拠点病院研修会 WEB 令和 3 年12月11日
21 第2回北海道小児血液・がん研究会 WEB 令和 4 年 2 月 5 日

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室

1 飛び出す副鼻腔 3D アナトミー前編，FESS Seminar in Hokkaido 2021 WEB 令和 3 年 2 月11日
～13日

2 飛び出す副鼻腔 3D アナトミー後編　Beyond the sinus，FESS Seminar in 
Hokkaido 2021 WEB 令和 3 年 2 月11日

～13日

3 シェーマでわかる副鼻腔 CT 読影のコツ！，FESS Seminar in Hokkaido 
2021 WEB 令和 3 年 2 月11日

～13日
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4 耳鼻咽喉科・頭頸部外科の最新の話題　頭頸部領域，北海道耳鼻咽喉科
サマーセミナー WEB 令和 3 年 6 月12日

5 耳鼻咽喉科・頭頸部外科の最新の話題　前庭領域，北海道耳鼻咽喉科サ
マーセミナー WEB 令和 3 年 6 月12日

6 耳鼻咽喉科・頭頸部外科の最新の話題　聴覚領域，北海道耳鼻咽喉科サ
マーセミナー WEB 令和 3 年 6 月12日

7 耳鼻咽喉科・頭頸部外科の最新の話題　鼻科領域，北海道耳鼻咽喉科サ
マーセミナー WEB 令和 3 年 6 月12日

8 放射線後の救済手術，第 2 回北大耳鼻咽喉科臨床セミナー WEB 令和 3 年 8 月24日

9 補聴器に関連する制度と書類について，第 3 回北大耳鼻咽喉科臨床セミ
ナー WEB 令和 3 年10月26日

10 内視鏡時代における嗅神経芽細胞腫に対する新病期分類案，第 4 回北大
耳鼻咽喉科臨床セミナー WEB 令和 3 年11月30日

医療AI教育研究分野
画像診断学教室　情報科学研究院メディアダイナミクス研究室

１ 第1回医療AI特別セミナー WEB 令和 3 年 6 月18日
2 第2回医療AI特別セミナー WEB 令和 3 年 7 月26日
3 第3回医療AI特別セミナー WEB 令和 3 年 9 月 2 日
4 第4回医療AI特別セミナー WEB 令和 3 年10月22日
5 第5回医療AI特別セミナー WEB 令和 3 年12月16日
6 第6回医療AI特別セミナー WEB 令和 4 年 1 月28日
7 第7回医療AI特別セミナー WEB 令和 4 年 3 月 3 日

8 Clinical AI Human Resources Development Program 2nd アニュアルシン
ポジウム WEB 令和 4 年 2 月15日

9 第1回 AI技術の最新動向と医療分野における応用事例、北海道大学医療AI
シンポジウム 令和 4 年 1 月
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再生医学・組織工学分野

●腫瘍病理学教室

英文原著論文
(1) Nagano M, Kohsaka S, Hayashi T, Ueno T, Kojima S, 

Shinozaki-Ushiku A, Morita S, Tsuda M, Tanaka S, 
Shinohara T, Omori Y, Sugaya F, Kato H, Narita Y, Nakajima J, 
Suzuki K, Takamochi K, Mano H. Comprehensive molecular 
profiling of pulmonary pleomorphic carcinoma. NPJ Precis 
Oncol. 2021 Jun 22;5(1):57.

(2) Sasai K, Tabu K, Saito T, Matsuba Y, Saido TC, Tanaka 
S. Difference in the malignancy between RAS and GLI1-
transformed astrocytes is associated with frequency of 
p27<sup>KIP1</sup>-positive cells in xenograft tissues. 
Pathol Res Pract. 2021 Jul;223:153465.

(3) Kozawa K, Sekai M, Ohba K, Ito S, Sako H, Maruyama T, 
Kakeno M, Shirai T, Kuromiya K, Kamasaki T, Kohashi 
K, Tanaka S, Ishikawa S, Sato N, Asano S, Suzuki H, 
Tanimura N, Mukai Y, Gotoh N, Tanino M, Tanaka 
S, Natsuga K, Soga T, Nakamura T, Yabuta Y, Saitou 
M, Ito T, Matsuura K, Tsunoda M, Kikumori T, Iida T, 
Mizutani Y, Miyai Y, Kaibuchi K, Enomoto A, Fujita Y. 
The CD44/COL17A1 pathway promotes the formation 
of multilayered, transformed epithelia. Curr Biol. 2021 
Jul 26;31(14):3086-3097.e7.

(4) Suzuka J, Tsuda M, Wang L, Kohsaka S, Kishida K, 
Semba S, Sugino H, Aburatani S, Frauenlob M, Kurokawa 
T, Kojima S, Ueno T, Ohmiya Y, Mano H, Yasuda K, Gong 
JP, Tanaka S. Rapid reprogramming of tumour cells into 
cancer stem cells on double-network hydrogels. Nat 
Biomed Eng. 2021 Aug;5(8):914-925.

(5) Parajuli G, Tekguc M, Wing JB, Hashimoto A, Okuzaki 
D, Hirata T, Sasaki A, Itokazu T, Handa H, Sugino H, 
Nishikawa Y, Metwally H, Kodama Y, Tanaka S, Sabe 
H, Yamashita T, Sakaguchi S, Kishimoto T, Hashimoto 
S. Arid5a Promotes Immune Evasion by Augmenting 
Tryptophan Metabolism and Chemokine Expression. 
Cancer Immunol Res. 2021 Aug;9(8):862-876.

(6) Kaibara T, Wang L, Tsuda M, Nonoyama T, Kurokawa T, 
Iwasaki N, Gong JP, Tanaka S, Yasuda K. Hydroxyapatite-
hybridized double-network hydrogel surface enhances 
differentiation of bone marrow-derived mesenchymal 
stem cells to osteogenic cells. J Biomed Mater Res A. 
2022 Apr;110(4):747-760. Epub 2021 Oct 28.

(7) Tsuda M, Noguchi M, Kurai T, Ichihashi Y, Ise K, 
Wang L, Ishida Y, Tanino M, Hirano S, Asaka M, 
Tanaka S. Aberrant expression of MYD88 via RNA-
controlling CNOT4 and EXOSC3 in colonic mucosa 
impacts generation of colonic cancer. Cancer Sci. 2021 
Dec;112(12):5100-5113.

(8) Saito A, Irie T, Suzuki R, Maemura T, Nasser H, Uriu 
K, Kosugi Y, Shirakawa K, Sadamasu K, Kimura I, Ito 
J, Wu J, Iwatsuki-Horimoto K, Ito M, Yamayoshi S, 
Loeber S, Tsuda M, Wang L, Ozono S, Butlertanaka 
EP, Tanaka YL, Shimizu R, Shimizu K, Yoshimatsu 
K, Kawabata R, Sakaguchi T, Tokunaga K, Yoshida 
I, Asakura H, Nagashima M, Kazuma Y, Nomura R, 
Horisawa Y, Yoshimura K, Takaori-Kondo A, Imai M; 
Genotype to Phenotype Japan (G2P-Japan) Consortium, 
Tanaka S, Nakagawa S, Ikeda T, Fukuhara T, Kawaoka 
Y, Sato K. Enhanced fusogenicity and pathogenicity 
of SARS-CoV-2 Delta P681R mutation. Nature. 2022 
Feb;602(7896):300-306.

(9) Tsuda M, Horio R, Wang L, Takenami T, Moriya J, 
Suzuka J, Sugino H, Tanei Z, Tanino M, Tanaka S. Novel 
rapid immunohistochemistry using an alternating 
current electric field identifies Rac and Cdc42 activation 
in human colon cancer FFPE tissues. Sci Rep. 2022 Feb 
2;12(1):1733.

(10) Ishio T, Kumar S, Shimono J, Daenthanasanmak A, 
Dubois S, Lin Y, Bryant B, Petrus MN, Bachy E, Huang 
DW, Yang Y, Green PL, Hasegawa H, Maeda M, Goto H, 
Endo T, Yokota T, Hatanaka KC, Hatanaka Y, Tanaka S, 
Matsuno Y, Yang Y, Hashino S, Teshima T, Waldmann 
TA, Staudt LM, Nakagawa M. Genome-wide CRISPR 
screen identifies CDK6 as a therapeutic target in 
adult T-cell leukemia/lymphoma. Blood. 2022 Mar 
10;139(10):1541-1556.

(11) Ise K, Tanei Z, Oda Y, Tanikawa S, Sugino H, Ishida Y, 
Tsuda M, Gotoda Y, Nishiwaki K, Yanai H, Hasegawa 
T, Nagashima K, Tanaka S. A case of uterine tumor 
resembling ovarian sex cord tumor with prominent 
myxoid features. Int J Gynecol Pathol. 2021 in press 

(12) Semba S, Kitamura N, Tsuda M, Goto K, Kurono S, 
Ohmiya Y, Kurokawa T, Gong JP, Yasuda K, Tanaka 
S .  Synthet ic PAMPS gel  induces chondrogenic 
differentiation of ATDC5 cells via a novel protein 
reservoir function. J Biomed Mater Res A. 109: 354-
364, 2021. 

(13) Katono N, Tsuda M, Suzuka J, Oda Y, Wang L, Tanei 
ZI, Tanino M, Ohata T, Nagabuchi E, Ishida Y, Kimura 
S, Iwanaga T, Tanaka S. Involvement of BMP and 
Wnt signals leading to EMT in colon adenocarcinoma 
with heterotopic ossification. Annals of Clinical and 
Laboratory Science. 51: 271-276, 2021.

(14) Habiba U, Sugino H, Yordanova R, Ise K, Tanei ZI, Ishida 
Y, Tanikawa S, Terasaka S, Sato K, Kamoshima Y, Katoh 
M, Nagane M, Shibahara J, Tsuda M, Tanaka S. Loss 
of H3K27 trimethylation is frequent in IDH1-R132H 
but not in non-canonical IDH1/2 mutated and 1p/19q 
codeleted oligodendroglioma: a Japanese cohort study. 
Acta Neuropathologica Communications. 9(1):95, 2021. 
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和文論文・総説
(1) 田中伸哉、鈴鹿淳、王磊、津田真寿美、グン剣萍、高阪真路、

間野博行：ハープ現象の発見：DNゲルでがん幹細胞を創
り出す、実験医学、39、2255-2259（2021）

英文著書
(1) Konishi T, Funayama N, Yamamoto T, Hotta D, Tanaka 

S, Anzai T. (Letters to editor)Takotsubo syndrome in 
association with acute myocardial infarction: diagnostic 
caveats and clinical implications. Authors' reply. Kardiol 
Pol. 2021, 79, 96.

国際学会発表
(1) Kato H, Sedlacik T, Nonoyama T, Tsuda M, Ishihara S, 

Tanaka S, Haga H, Gong JP: Dynamic 3D cell culture 
system using porous DN gels as synthetic decellularized 
tissues、The 2021 International Chemical Congress of 
Pacific Basin Societies (Pacifichem), Honolulu, 2021. 12

国内学会発表
（一般演題）

(1) 秦玉瑩、三木康祐、杉野弘和、大塚拓也、太田聡、清水拓、林
敏昭、酒井基、田中伸哉：B 細胞リンパ腫治療中にサイト
メガロウイルス膵炎を発症した一剖検例、第110回日本
病理学会総会、東京都、2021.4

(2) 杉野弘和、王磊、津田真寿美、鈴鹿淳、谷野美智枝、グン剣
萍、田中伸哉：ハイドロゲルを用いた悪性中皮腫細胞の幹
細胞性誘導、第110回日本病理学会総会、東京都、2021.4

(3) 種井善一、齊藤祐子、伊藤慎治、松原知康、坂下泰浩、池村
雅子、田中伸哉、仙石錬平、新井冨生、村山繁雄：食道リン
酸化αシヌクレインの臨床病理学的解析、第110回日本
病理学会総会、東京都、2021.4

(4) 佐々木美羽、江端美織、小田義崇、濵内朗子、谷川聖、種井
善一、杉野弘和、石田雄介、佐光一也、田中伸哉：成人型 
Krabbe 病の一剖検例、第110回日本病理学会総会、東京
都、2021.4

(5) 小田義崇、津田真寿美、湯澤明夏、王磊、杉野弘和、鈴鹿淳、
龔剣萍、田中伸哉：ハイドロゲルによる癌幹細胞性の誘導
を利用した髄膜腫の新規治療標的分子の検索、第110回
日本病理学会総会、東京都、2021.4

(6) 種井善一、津田真寿美、谷川聖、杉野弘和、石田雄介、大
竹安史、今村博幸、小柳泉、飛騨一利、田中伸哉：脊髄 
capillary hemangioma の臨床病理学的特徴、第39回日本
脳腫瘍病理学会、宮崎氏、2021.5

(7) 津田真寿美、鈴鹿淳、王磊、田中伸哉：高分子ハイドロゲ
ルによるリプログラミングを利用した癌幹細胞標的治
療薬の同定、第25回日本がん分子標的治療学会学術集会、
東京都、2021.5

(8) 小田義崇，種井善一，浅野目卓，谷川聖，杉野弘和，鈴鹿淳，
Umma Habiba，王磊，石田雄介，津田真寿美，佐藤憲市，中
村博彦，田中伸哉：51 歳男性の右前頭葉病変（スライド
セッション）、第62回日本神経病理学会総会学術研究会、

オンライン、2021.5
(9) Yanpeng Sun, Masumi Tsuda, Lei Wang, Hirokazu 

Sugino, Jian Ping Gong, Shinya Tanaka: Effect of scaffold 
stiffness on hydrogel-induced cancer stemness of cancer 
model cells、The 39th Sapporo International Cancer 
Symposium、札幌市、2021.7

(10) Yuheng Nie, Masumi Tsuda, Lei Wang, Jian Ping Gong, 
Shinya Tanaka: Analysis of epigenetic characteristics 
of sarcoma stem cells induced by multifunctional 
hydrogels、The 39th Sapporo International Cancer 
Symposium、札幌市、2021.7

(11) 寺島祐樹、津田真寿美、王磊、龔 剣萍、田中伸哉：合成高分
子ハイドロゲル誘導滑膜肉腫幹細胞における細胞周期及
びEMT/MET解析、第17回日本病理学会カンファレンス、
オンライン、2021.8

(12) 藤島京祐、津田真寿美、王磊、龔 剣萍、田中伸哉：高分子ハ
イドロゲルによる神経膠芽腫幹細胞の誘導メカニズムの
解明、第17回日本病理学会カンファレンス、オンライン、
2021.8

(13) Umma Habiba, Hirokazu Sugino, Zen-ichi Tanei, Yusuke 
Ishida, Satoshi Tanikawa, Masumi Tsuda, Shinya Tanaka: 
Loss of H3K27me3 is frequent in IDH1-R132H but not 
in non-canonical IDH1/2 mutated oligodendroglioma: a 
Japanese cohort study、第54回北海道病理談話会、札幌
市、2021.9

(14) 中里信一、進藤正信、鎌田啓佑、中久保祥、木村孔一、鈴木
雅、今野哲、谷野美智枝、谷川聖、田中伸哉：腫瘍随伴性天
疱瘡またはStevens-Johnson症候群の合併が疑われた閉
塞性細気管支炎の1剖検例、第122回日本呼吸器学会北海
道支部学術集会（第101回北海道医学大会）、ウェブ開催、
2021.9

(15) 青木佑磨、田中伸哉、谷野美智枝、森山寛史：元素分析を
行った塵肺症の剖検例、第122回日本呼吸器学会北海道
支部学術集会、ウェブ開催、2021.9

(16) 鈴鹿淳、津田真寿美、王磊、粂川昂平、丸山玲緒、田中伸哉：
新規ハイドロゲルXはエピジェネティックな調節に関与
しがん幹細胞性を誘導する、第80回日本癌学会学術総会、
横浜市、2021.9

(17) 津田真寿美、王磊、平野聡、浅香正博、田中伸哉：大腸正常
粘膜において RNA 制御分子 CNOT4および EXOSC3を介
した MYD88の発現亢進は大腸癌の発生に関与する、第
80回日本癌学会学術総会、横浜市、2021.9

(18) 甲斐原拓真、王磊、津田真寿美、野々山貴行、黒川孝幸、龔 
剣萍、岩崎倫政、田中伸哉、安田和則：ハイドロキシアパタ
イト複合化ダブルネットワークゲル上での 骨髄間葉系
幹細胞の骨分化能評価、第36回日本整形外科学会基礎学
術集会、伊勢市、2021.10

(19) 清水寛和、津田真寿美、王磊、今城正道、鈴鹿淳、谷川聖、廣
田聡、杉野弘和、新井隆太、岩崎倫政、田中伸哉：転移性骨
腫瘍再発を制御するマスターレギュレーターの探索、第
36回日本整形外科学会基礎学術集会、伊勢市、2021.10
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(31) （ウェエビナー）田中伸哉、Topics神経病理学：「ハープ現
象」を発見！、第62回日本神経病理学会総会学術研究会、
オンライン、2021.5

(32) （シンポジウム）Masumi Tsuda: Research development 
and medical application of cancer stem cells using high-
functioning hydrogel. Understanding of novel biological 
phenomena in cancer and immunology research (Ree-D 
International symposium)、オンライン、2022.1

●整形外科学教室

英文原著論文
（1） Matsumae G, Shimizu T, Tian Y, Takahashi D, Ebata T, 

Alhasan H, Yokota S, Kadoya K, Terkawi MA, Iwasaki 
N. Targeting thymidine phosphorylase as a potential 
therapy for bone loss associated with periprosthetic 
osteolysis. Bioeng Transl Med. 2021 Jun 8;6(3):e10232.

（2） Endo T, Kadoya K, Suzuki T, Suzuki Y, Terkawi MA, 
Kawamura D, Iwasaki N. Mature but not developing 
Schwann cells promote axon regeneration after 
peripheral nerve injury. npj Regenerative Medicine. 
2022, 7:12, 2022.

（3） Iwasaki K, Kondo E, Endo K, Matsubara S, Matsuoka M, 
Onodera T, Iwasaki N. Effect of High Tibial Osteotomy 
on the Distribution of Subchondral Bone Density Across 
the Proximal Tibial Articular Surface of the Knee With 
Medial Compartment Osteoarthritis. Am J Sports Med. 
2021 May;49(6):1561-1569. 

（4） Matsubara S, Onodera T, Iwasaki K, Hishimura R, 
Matsuoka M, Kondo E, Iwasaki N. Discrepancy in the 
distribution patterns of subchondral bone density across 
the ankle joint after medial opening-wedge and lateral 
closing-wedge high tibial osteotomy. Am J Sports Med. 
50(2):478-485. 2022

（5） Xu L, Urita A, Onodera T, Hishimura R, Nonoyama 
T, Hamasaki M, Liang D, Homan K, Gong JP, Iwasaki 
N.Ultrapurified Alginate Gel Containing Bone Marrow 
Aspirate Concentrate Enhances Cartilage and Bone 
Regeneration on Osteochondral Defects in a Rabbit 
Model. Am J Sports Med. 2021, 49(8):2199-2210.

（6） Tian Y, Onodera T, Terkawi MA, Iwasaki K, Hishimura R, 
Liang D, Miyazaki T, Iwasaki N. Local Administration of 
Low-Dose Nerve Growth Factor Antibody Reduced Pain 
in a Rat Osteoarthritis Model. Int J Mol Sci. 2021 Mar 
4;22(5):2552.

（7） Ohnishi T, Ogawa Y, Suda K, Komatsu M, Harmon SM, 
Asukai M, Takahata M, Iwasaki N, Minami A. Molecular 
Targeted Therapy for the Bone Loss Secondary to 
Pyogenic Spondylodiscitis Using Medications for 
Osteoporosis: A Literature Review. Int J Mol Sci. 2021 
Apr 24;22(9):4453.

(20) 清水寛和、津田真寿美、王磊、今城正道、谷川聖、廣田聡、杉
野弘和、新井隆太、岩崎倫、田中伸哉：転移性骨腫瘍再発を
制御するマスターレギュレーターの探索、第101回北海
道医学大会腫瘍系分科会・第123回北海道癌談話会例会、
札幌市、2021.10

(21) 河野充哉、北川裕一、津田真寿美、庄司淳、伏見公志、田中
伸哉、長谷川靖：発光性Eu錯体の培養液中における癌細
胞活性センシング機能評価、2021年光化学討論会、オン
ライン、2021.9

(22) 加藤日奈子、Tomas Sedlacik、野々山貴行、津田真寿美、石
原誠一郎、王磊、田中伸哉、芳賀永、龔剣萍：ポーラス DN 
ゲルを三次元基質として用いた動的細胞培養システム
の構築と評価、日本化学会秋季事業・第11回CSJ化学フェ
スタ2021、オンライン、2021.10

(23) 寺島祐樹、津田真寿美、藤島京祐、中村恒星、王磊、龔剣萍、
田中伸哉：合成高分子ハイドロゲルを用いた滑膜肉腫幹
細胞の細胞周期及びEMT/MET解析、第44回日本分子生
物学会年会、横浜市、2021.12

(24) 藤島京祐、津田真寿美、王磊、龔剣萍、田中伸哉：高分子ハ
イドロゲルを用いた神経膠芽腫幹細胞の誘導メカニズム
の解明、第44回日本分子生物学会年会、横浜市、2021.12

(25) 中村恒星、津田真寿美、寺島祐樹、藤島京祐、王磊、龔剣萍、
田中伸哉：ハイドロゲルを用いたグリオブラストーマに
おける幹細胞マーカー発現制御シグナル経路の解析、第
44回日本分子生物学会年会、横浜市、2021.12

(26) 山川大輔、今城正道、廣田聡、田中伸哉：基質電荷による多
能性幹細胞の中胚葉分化制御機構の解析、第44回日本分
子生物学会年会、横浜市、2021.12

(27) 加藤日奈子、Tomas Sedlacik、野々山貴行、津田真寿美、石原
誠一郎、王磊、田中伸哉、芳賀永、龔剣萍：ポーラス高強度ハ
イドロゲルを3次元基質として用いた大規模な動的細胞培
養法 の 確立（Dynamic Large-scale 3D Cell Culture Method 
Using Porous Tough Double Network Hydrogel Substrates）、
第44回日本分子生物学会年会、横浜市、2021.12

(28) Zannatul Ferdous, Jean-Emmanuel Clement, James 
Nicholas Taylor, Koji Tabata, Jian Ping Gong, Katsumasa 
Fuj i ta ,  Masumi Tsuda ,  Shinya Tanaka ,  Tamiki 
Komatsuzaki：Workflow of Raman Data Preprocessing 
Using Spatial-Spectral Information Designed for Line 
Scanning Raman Microscope、2021 Biophysical Society 
of Japan Hokkaido Chapter-Tohoku Chapter Joint 
Meeting, オンライン、2022.3

(29) 平塚祐真、浅野目卓、種井善一、佐藤憲市、石田裕樹、原
敬二、石渡規生、杉尾啓徳、高梨正美、瀬尾善宣、大里
俊明、中村博彦、田中伸哉：ト ル コ 鞍上部 に 発生 し た
Extraventricular neurocytoma の一例、第87回日本脳神
経外科学会北海道支部会、ウェブ開催、2022.3

（シンポジウム、特別講演など）
(30) （ ワ ー ク シ ョ ッ プ ）田中伸哉、WHO 分類 に 基 づ く

genotype指向型の脳腫瘍治療戦略「脳腫瘍のNGS解析」、
第62回日本神経病理学会総会学術研究会、オンデマンド、
2021.5
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differentiation of bone marrow-derived mesenchymal 
stem cells to osteogenic cells. J Biomed Mater Res A. 
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K, Nakagawa S, Iwasaki N：Clinical antispasmodic drug, 
Papaverine, is neuroprotective after spinal cord injury 
by minimizing secondary injury via protection of blood 
spinal cord barrier function, The 60th ISCOS Annual 
Scientific Meeting, 29th Sept-2nd Oct 2021, Vancouver, 
Canada, virtual meeting. Poster

国内学会発表
（1） 筌場大介，須藤英毅，山田勝久，辻本武尊，浦勝郎，岩崎倫

政：骨髄由来間葉系幹細胞とバイオマテリアルによる椎
間板細胞治療．第139回北海道整形災害外科学会，オンラ
イン開催，2021年1月30‐31日．一般口演．

（2） 鈴木裕貴、角家健、五月女慧人、遠藤健、浅野毅、中川慎介、
前仲勝実、岩崎倫政：平滑筋弛緩薬パパベリンの新規効
能：血液脊髄関門保護を介した脊髄損傷治療に対する神
経保護効果、第139回北海道整形災害外科学会、札幌市、
2021年1月29日-30日、オンライン開催．一般口演

（3） 松居祐樹、角家健、永野裕介、遠藤健、原健人、松前元、Alaa 
Terkawi、岩崎倫政：M2マクロファージは uPA を介して
末梢神経損傷後の軸索再生を制御する、第139回北海道
整形災害外  科学会、札幌市、2021年1月30日-31日、オン
ライン開催．一般口演

（4） 山本康弘、角家健、市原理司、原章、岩崎倫政、金子和夫、石
島旨章：末梢神経損傷後の好中球の時空間的変化に関す
る検討、第139回北海道整形災害外科学会、札幌市、2021
年1月30日-31日、オンライン開催．一般口演

（5） 松前元，アラーテルカウィ，横田隼一，江畑拓，ヘンドアル
ハサン，清水智弘，髙橋大介，角家健，岩崎倫政：人工関節
後無菌性緩みにおけるチミジンホスホリラーゼの機能と
骨吸収メカニズムの解明．第139回北海道整形災害外科
学会，Live-Web，2021年1月30日-31日．

（6） 宮崎拓自，小野寺智洋，徐亮，宝満健太郎、岩崎倫政，花松
久寿、古川潤一：細胞特異的糖鎖解析の手法を用いた残存
未分化 iPS 細胞の定量的評価法の確立．第139回北海道
整形災害外科学会，Live-Web，2021年1月30日-31日．

（7） 宝満健太郎，小野寺智洋，濱崎雅成，徐亮，宮崎拓自，山口
純，細川吉暁，江畑拓，梁大偉，金佑泳，岩崎倫政，古川潤
一，花松久寿：軟骨のコアフコシル化の喪失は変性からの
修復を妨げ変形性関節症を早期化する．第139回北海道
整形災害外科学会，Live-Web，2021年1月30日-31日．

（8） 江畑拓，テルカウイアラー，松前元，横田隼一，アルハサン
ヘンド，濱崎雅成，清水智弘，髙橋大介，小野寺智洋，岩崎
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幌、2021、一般口演
（30） 松原新史 , 小野寺智洋 , 岩崎浩司 , 菱村亮介 , 松岡正剛 , 

近藤英司 , 岩崎倫政：内側開大式高位脛骨骨切り術と外
側閉鎖式高位脛骨骨切り術における足関節の応力分布変
化の検討. 第13回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会
／第47回日本整形外科スポーツ医学会学術集会, オンラ
イン開催, 2021月6月17日-19日. 一般口演.

（31） 松居祐樹、角家健、遠藤健、永野裕介、本宮真、河村太介、近
藤真、平地一彦、岩崎倫政: 有 痛性断端神経腫の疼痛機序
に関する組織学的検討：臨床検体と動物モデルを用いて、
第32回日本末梢神経学会学術集会、和歌山市、2021年9
月10日-11日、宝塚医療大学和歌山保健医療学部、ハイブ
リッド開催．一般口演

（32） 鈴木智亮、角家健、遠藤健、山崎美和子、渡辺雅彦、岩崎倫
政：GFR α1の NCAM、Integrin 複合体を介した末梢神経
軸索再生促進効果、第32回日本末梢神経学会学術集会、
和歌山市、2021年9月10日-11日、宝塚医療大学和歌山保
健医療学部、ハイブリッド開催．一般口演

（33） 山本康弘、角家健、市原理司、原章、 Alaa Terkawi、今野幸
太郎、渡辺雅彦、金子和夫、石島旨章、岩崎倫政：末梢神経
損傷後早期免疫反応の詳細～好中球由来MIFによる修復
機転の阻害～、第32回日本末梢神経学会学術集会、和歌
山市、2021年9月10日-11日、宝塚医療大学和歌山保健医
療学部、ハイブリッド開催．一般口演　

（34） 須藤英毅，筌場大介，陶山隆史，山田勝久，辻本武尊，岩崎
倫政，渡部正利喜，伊佐次三津子，松崎有未 : 超高純度同
種間葉系幹細胞と硬化性ゲルを用いた変性椎間板に対す
る細胞治療法の開発, 第36回日本整形外科学会基礎学術
集会（シンポジウム），伊勢，2021年10月15日

（35） 大 西 貴 士 Makarand V. Risbud，岩 崎 倫 政：Progressive 
ankylosis 遺伝子の変異は椎間板線維輪に不均一な石灰
化を生じ脊椎強直の原因となる. 第36回日本整形外科学
会基礎学術集会，ハイブリッド開催, 伊勢市，2021年10
月14日-15日. 一般口演

（36） 松居祐樹、角家健、遠藤健、永野裕介、本宮真、河村太介、近
藤真、平地一彦、岩崎倫政: 有 痛性断端神経腫の疼痛機序
に関する組織学的検討：臨床検体と動物モデルを用いて、
第36回日本整形外科学会基礎学術集会、伊勢市、2021年
10月14日 -15日、三重県営サンアリーナ、ハイブリッド
開催．一般口演

（37） 鈴木智亮、角家健、遠藤健、山崎美和子、渡辺雅彦、岩崎倫
政：新規軸索再生因子 GFR α1の　末梢神経再生効果と
その分子機構、第36回日本整形外科学会基礎学術集会、
伊勢市、2021年10月14日-15日、三重県営サンアリーナ、
ハイブリッド開催．ポスター

（38） 五月女慧人、角家健、鈴木裕貴、遠藤健、浅野毅、中川慎介、
前仲勝美、岩崎倫政：Brexpiprazole の血液脊髄関門機能
維持を介した脊髄損傷後神経保護効果 -The usefulness 
of Brexpiprazole as a novel treatment for spinal cord 
injury focusing on protection of blood-spinal cord 
barrier-、第36回日本整形外科学会基礎学術集会、伊勢市、

フォーラム・JPタワーホール&カンファレンス．ポスター
（19） 鈴木智亮、角家健、遠藤健、山崎美和子、渡辺雅彦、岩崎倫

政：新規軸索再生因子 GFR α1の末梢神経再生効果とそ
の分子機構、第140回北海道整形災害外科学会、旭川市、
2021年6月5日-6日、オンライン開催．一般口演

（20） 松居祐樹、角家健、永野裕介、遠藤健、原健人、松前元、Alaa 
Terkawi、岩崎倫政

 M2マクロファージはuPAを介して末梢神経損傷後の軸
索再生を制御する第94回日本整形外科学会学術総会、
Web、2021年5月20-23日　一般口演

（21） 松原新史 , 小野寺智洋 , 岩崎浩司 , 菱村亮介 , 松岡正剛 , 
近藤英司, 岩崎倫政：下肢アライメント変化に伴う距腿
関節骨密度分布の変化： CT osteoabsorptiometry法を用
いて . 第94回日本整形外科学術総会 , オンライン開催 , 
2021年5月20日-23日. 一般口演.

（22） 五月女慧人、角家健、鈴木裕貴 、遠藤健、浅野毅、中川慎
介、前仲勝美、岩崎倫政：抗精神薬 Brexpiprazole の急性
期脊髄損傷に対する神経保護効果の検討、第140回北海
道整形災害外科学会、旭川市、2021年6月5日 -6日、オン
ライン開催．一般口演

（23） 原健人、角家健、鈴木智亮、松居祐樹、山本康弘、遠藤健、
岩崎倫政：末梢神経特異的線維芽細胞の神経突起伸長効
果に関する検討、第140回北海道整形災害外科学会、旭川
市、2021年6月5日-6日、オンライン開催．一般口演

（24） 横田隼一，清水智弘，松前元，江畑拓，Hend Alhasan，髙橋
大介，Alaa Terkawi，岩崎倫政：急速破壊型股関節症にお
けるインフラマソームによる滑膜炎関与の検証．第140
回北海道整形災害外科学会，Live-Web，2021年6月5日-6
日．

（25） Hend Alhasan，松前元，江畑拓，横田隼一，清水智弘，髙橋
大介，Alaa Terkawi，岩崎倫政：PPAR γシグナルを介し
た炎症性骨溶解制御におけるアネキシンA1（AnxA1）の
機能解析．第140回北海道整形災害外科学会，Live-Web，
2021年6月5日-6日．

（26） 江畑拓，Terkawi Alaa，松前元，横田隼一，Alhasan Hend，
本谷和俊，清水智弘，髙橋大介，小野寺智洋，角家健，岩崎
倫政：炎症性マクロファージ由来細胞外小胞が軟骨変性
に及ぼす影響．第140回北海道整形災害外科学会，Live-
Web，2021年6月5日-6日．

（27） 小林英之，高畑雅彦，太田昌博，清水智弘，佐藤大，藤田諒，
岩崎倫政，長谷川智香，網塚憲生：免疫受容体Siglec-15は
生体内骨吸収を制御する主要調節因子である．第140回
北海道整形災害外科学会，旭川市，2021年6月5日 -6日．
最優秀発表賞候補セッション．

（28） 筌場大介，陶山隆史，山田勝久，辻本武尊，岩崎倫政，渡部
正利喜，松崎有美，須藤英毅：高純度同種間葉系幹細胞と
硬化性ゲルを用いた変性椎間板に対する細胞治療法の開
発．第140回北海道整形災害外科学会，オンライン開催，
2021年6月5‐6日．一般口演．

（29） 細川吉暁、松岡正剛、小野寺智洋、宝満健太郎、金佑泳、岩
崎倫政：マウス成長板軟骨損傷後に糖脂質ガングリオシ
ドが果たす役割、第140回北海道整形災害外科学会、札
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に 対 す る 神 経 保 護 効 果 の 検 討 -Investigation of the 
effect of antipsychotic drug, Brexpiprazole, on the 
neuroprotection after spinal cord injury-、第56回日本脊
髄障害医学会、宇都宮市、2021年11月18日 -19日、栃木
県総合文化センター、オンライン開催．一般口演

（50） 筌場大介，陶山隆史，山田勝久，辻本武尊，岩崎倫政，渡部
正利喜，伊佐次三津子，松崎有美，須藤英毅：超高純度同
種間葉系幹細胞と硬化性ゲルを用いた変性椎間板に対す
る細胞治療法の開発．第40回整形外科バイオマテリアル
研究会，京都，2021年12月11日．一般口演．

（51） 照川ヘント , 照川アラー , 高橋大介 , 松前元 , 江畑拓 , 清
水 智 弘 , 岩 崎 倫 政 . Therapeutic potential of Annexin 
A1 (AnxA1) in bone resorption associated with 
periprosthetic osteolysis. 第 40 回 整 形 外 科 バ イ オ マ
テリアル研究会 . 京都大学大学院医学研究科 感覚運
動系外科学講座 整形外科学 . 2021年12月11日 . Oral 
presentation.

●分子病理学教室

英文原著論文
（1） Hibino S, Kawazoe T, Kasahara H, Itoh S, Ishimoto 

T, Sakata-Yanagimoto M, Taniguchi K Inflammation-
induced tumorigenesis and metastasis Int J Mol Sci . 
2021 May; 21;22(11):5421.

国内学会発表
（1） 谷口浩二 , LIF-SFK-YAP 経路 は ヒ ト 食道扁平上皮 が ん

の 進展 を 促進 す る 第110回日本病理学会総会 , 東京 , 
2021.4

（2） 谷口浩二, 大腸がんの炎症・免疫を標的とした治療開発, 
第80回日本癌学会学術総会, 横浜2021.9

（3） 谷口浩二, サイトカインで活性化されるSFK-YAPシグナ
ルの消化器がんでの役割の検討, 第44回日本分子生物学
会年会, 横浜, 2021.12

2021年10月14日-15日、三重県営サンアリーナ、ハイブ
リッド開催．一般口演

（39） 宮崎拓自，小野寺智洋，花松久寿，古川潤一，宝満健太郎，
川嵜敏祐，岩崎倫政：細胞特異的糖鎖解析による定量評価
を応用した未分化 iPS 細胞除去条件の最適化．第36回日
本整形外科学会基礎学術集会，三重県，2021年10月14日
‐15日．

（40） 江畑拓，Alaa Terkawi，松前元，横田隼一，Hend Alhasan，
清水智弘，本谷和俊，小野寺智洋，角家健，岩崎倫政：炎症
性マクロファージ由来細胞外小胞を介した軟骨変性メカ
ニズムの解明．第36回日本整形外科学会基礎学術集会，
三重県，2021年10月14日‐15日．

（41） 松前元，Terkawi Alaa，江畑拓，Alhasan Hend，横田隼一，
清水智弘，髙橋大介，角家健，岩崎倫政：関節リウマチの
局所骨溶解に関与する CCN 3 の機能解析．第36回日本
整形外科学会基礎学術集会，三重県，2021年10月14日‐
15日．

（42） 横田隼一，清水智弘，松前元，江畑拓，Alhasan Hend，髙橋
大介，Terkawi Alaa，岩崎倫政：急速破壊型股関節症の滑
膜におけるインフラマソームの活性化 : 病態解明の研究．
第36回日本整形外科学会基礎学術集会，三重県，2021年
10月14日‐15日．

（43） 小林英之，高畑雅彦，太田昌博，佐藤大，清水智弘，藤田諒，
岩崎倫政：FcRγとの二重欠損マウスを用いた DAP12 関
連免疫受容体の骨表現型解析．第36回日本整形外科学会
基礎学術集会，三重県，2021年10月14日‐15日．

（44） Alhasan Hend，松前元，江畑拓，横田隼一，清水智弘，髙橋
大介，Terkawi Alaa，岩崎倫政：PPARγシグナルを介した
炎症性骨溶解制御におけるアネキシン A1（AnxA1）の機
能解析．第36回日本整形外科学会基礎学術集会，三重県，
2021年10月14日‐15日．

（45） 原健人、角家健、鈴木智亮、松居祐樹、山本康弘、遠藤健、
岩崎倫政：末梢神経特異的線維芽細胞の神経突起伸長効
果に関する検討、第36回日本整形外科学会基礎学術集会、
伊勢市、2021年10月14日-15日、三重県営サンアリーナ、
ハイブリッド開催．一般口演

（46） 小林英之，高畑雅彦，太田昌博，清水智弘，佐藤大，藤田諒，
アラー・テルカウイ，岩崎倫政，山本知真也，長谷川智香，
網塚憲生：生理的骨吸収を制御するDAP12関連免疫受容
体の同定-遺伝子改変マウスを用いた包括的研究-．第36
回日本整形外科学会基礎学術集会，伊勢市，2021年10月
14日-15日．一般口演

（47） 山口純，小野寺智洋，宝満健太郎，長濱宏冶 , 上田菜摘美 ,
澤田志穂 , 斎藤充，岩崎倫政 : アルギン酸 - 細胞間架橋ゲ
ルを用いた腱組織修復の検討. 第36回日本整形外科学会
基礎学術集会, 京都, 2021年10月14日～15日. 一般口演

（48） 横田隼一，清水智弘，中村夢志郎，宮崎拓自，高橋要，髙橋
大介，岩崎倫政：急速破壊型股関節症におけるインフラマ
ソームによる滑膜炎関与の検証．第48回日本股関節学会
学術集会，奈良県，2021年10月22日‐23日．

（49） 五月女慧人、角家健、鈴木裕貴、中川慎介、前仲勝美、
岩崎倫政：抗精神薬 Brexpiprazole の 急性期脊髄損傷
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光バイオイメージング分野

●分子生物学教室
●医理工学グローバルセンター分子医理工学部門生物

医理工学セクション  

英文原著論文
（1） Matsumoto J, Takada S, Furihata T, Nambu H, Kakutani 

N, Maekawa S, Mizushima W, Nakano I, Fukushima 
A, Yokota T, Tanaka S, Handa H, Sabe H, Kinugawa 
S. Brain-Derived Neurotrophic Factor Improves 
Impaired Fatty Acid Oxidation Via the Activation of 
Adenosine Monophosphate-Activated Protein Kinase-ɑ 
- Proliferator-Activated Receptor-r Coactivator-1ɑ 
Signaling in Skeletal Muscle of Mice With Heart Failure. 
Circ Heart Fail. 2021 Jan;14(1):e005890.
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（3） 平田健司、藤間憲幸、杉森博行、工藤與亮：【Nuclear 

Medicine Today 2021　キーワードから展望する核医
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（7） 山﨑康之、阿保大介、森田亮、高橋文也、曽山武士、吉野裕
紀、工藤與亮：A case of balloon-expandable covered stent 
placement for portal vein stenosis due to echinococcus、
第50回日本IVR学会総会、WEB開催、2021.5.20-22
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塞栓術の1例、第34回北日本ＩＶＲ研究会、WEB 開催、
2021.9.3

（24） 上石崇史、加藤扶美、桑原健、平賀博明、鶴田智彦、齋藤亮、
工藤與亮：腹壁子宮内膜症を背景に発生したと推測され
る明細胞癌の一例、JSAWI 第22回シンポジウム、WEB開
催、2021.9.3-4

（25） 工藤與亮：第49回日本磁気共鳴医学会、定量的磁化率
マッピング（QSM）：脳から全身へ、横浜、2021.9.11

（26） 工藤與亮：市立函館病院講演会、CT/MRIによる脳梗塞診
断と画像診断の最近の話題、函館、2021.9.16

（27） 工藤與亮：第57回日本医学放射線学会秋季臨床大会、鉄
沈着と水動態の解析によるアルツハイマー病の早期診断
MRI、WEB開催、2021.9.17-19

（28） 工藤與亮：第9回関西STROKEセミナー、脳血流解析ソフ
トPMAの機能と精度、2021.10.9

（29） 工藤與亮：第80回日本脳神経外科学会総会、定量的磁化
率マッピングと酸素の安定同位体 O17を用いた MRI に
よる脳内酸素代謝の可視化、横浜、WEB開催、2021.10.28

（30） 曽山武士、阿保大介、工藤與亮、川端和美、菊谷麻璃菜、船
木典子：看護師によるPICC留置のための北海道大学病院
の取り組み、日本超音波医学会第51回北海道地方学術集
会、札幌、2021.10.30

（31） 工藤與亮：第1回Hi Advanced Seminar 2021、教育講演　
QSMの臨床応用：脳から全身へ、WEB開催、2021.11.4

（32） 平田健司、渡邊史郎、内山裕子、竹中淳規、木村理奈、眞島
隆成、孫田恵一、工藤與亮：FDG-PET/CT のレポート上の
SUVmax を利用して解剖学用語を機械学習させる検討、
第61回日本核医学会学術総会・第41回日本核医学技術学
会総会学術大会、名古屋、2021.11.4-6

（33） 渡邊史郎、納谷昌直、孫田恵一、真鍋治、新山大樹、平田健
司、内山裕子、竹中淳規、工藤與亮：SiPM-PET/CT 装置を
用いた冠動脈18F-FDG集積の再現性評価、第61回日本核
医学会学術総会・第41回日本核医学技術学会総会学術大
会、名古屋、2021.11.4-6

（34） 木村理奈、平田健司、渡邊史郎、内山裕子、竹中淳規、工藤
與亮：FDG-PET/CT における SUVmax ≧20を呈する病変
の網羅的検討、第145回日本医学放射線学会・第90回日
本核医学会 北日本地方会、WEB開催、2021.11.5-30

（35） 高橋文也、川内敬介、平田健司、工藤與亮：AI を用いた拡
散強調像における急性期脳梗塞領域の自動抽出に関する
初期検討、第145回日本医学放射線学会・第90回日本核
医学会 北日本地方会、WEB開催、2021.11.5-30

（36） 平田健司、工藤與亮：核医学画像診断において AI は本当
に役立つのか？、第61回日本核医学会学術総会、名古屋
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（4） 斉藤道紀、加藤千恵次：18F-FDG ダイナミック脳 PET ス
キャンにおけるディープラーニングを用いた短時間収集
画像の画質改善の試み、第41回日本核医学技術学会総会
学術大会、名古屋、2021.11

（5） 高木耀介、加藤千恵次：15O-CO2ダイナミック脳 PET 検
査におけるCNNによる非侵襲的な入力関数の推定、第41
回日本核医学技術学会総会学術大会、名古屋、2021.11

（6） 下川裕平、加藤千恵次：18F-FDG-PET/CT 検査の CT 画像
における大動脈の物体検出、第41回日本核医学技術学会
総会学術大会、名古屋、2021.11

（7） 西上健太朗、加藤千恵次：GAN を用いた PET 画像の画質
改善についての検討、第60回日本生体医工学会北海道支
部大会、札幌、2021.10

（8） 斉藤道紀、加藤千恵次：18F-FDG ダイナミック脳 PET ス
キャンにおけるディープラーニングを用いた短時間収集
画像の画質改善のアルゴリズム開発の試み、第60回日本
生体医工学会北海道支部大会、札幌、2021.10

（9） 斉藤道紀、西上健太朗、加藤千恵次、平田健司、孫田惠一：
Estimation of 10-minute acquired images from 5-minute 
acquired images using deep learning in 18F-FDG 
dynamic PET scan、第77回日本放射線技術学会総会学術
大会、横浜、2021.4

（10） 西上健太朗、斉藤道紀、加藤千恵次、孫田惠一、平田健司：
Evaluation of Super- Resolution of PET Images Using 
Generative Adversarial Network、第77回日本放射線技術
学会総会学術大会、横浜、 2021.4

（11） 遠藤大輝、加藤千恵次、平田健司、孫田惠一：PET画像にお
ける３次元超解像畳み込みニューラルネットワークの開
発と検討、第77回日本放射線技術学会総会学術大会、横
浜、 2021.4

（12） 加藤千恵次, 石山敬悟, 平田健司：18F-FDG ダイナミック
脳PET検査におけるDeep learning を用いた動脈血漿放
射能曲線の推定、第80回日本医学放射線学会総会、横浜、 
2021.4

●保健科学研究院健康科学分野

英文原著論文
（1） Suzuki R, Suzuki T, Tsuji S, Fujiwara K, Yamashina H, 

Endoh A, Ogasawara K. A Bayesian Network–Based 
Browsing Model for Patients Seeking　Radiology-
Re la ted  In format ion  on Hospi ta l  Webs i tes :　
Development and Usability Study. J Med Internet Res 
2021;23(1):e14794 doi: 10.2196/14794.

（2） Tsuji S, Wen A, Zhang H, Ogasawara K, Jiang G. 
Developing a RadLex-Based Named Entity Recognition 
Tool for Mining Textual Radiology Reports: Development 
and Performance Evaluation Study. J Med Internet Res 
2021;23(10):e25378 doi: 10.2196/25378.

（3） Zhang Z, Han F, Zhang H, Aoki T, Ogasawara K. 
Extraction of similar biomedical terms in biomedical 

●保健科学研究院医用生体理工学分野

英文原著論文
（1） Maekawa K, Tsuji A, Yamashita A, Sugyo A, Katoh C, 

Tang M, Nishihira K, Shibata Y, Koshimoto C, Zhang M, 
Nishii R, Yoshinaga K, Asada Y. Translocator protein 
imaging with 18F-FEDAC-positron emission tomography 
in rabbit atherosclerosis and its presence in human 
coronary vulnerable plaques. Atherosclerosis 2021.Nov; 
337: 7-17 

（2） Mori S, Ishiguro S, Miyazaki S, Okubo T, Omori R, Kai A, 
Sugiyama K, Kawashiro A, Sumi M, Thapa J, Nakamura 
S, Katoh C, Yamaguchi H. Usefulness of a 3D-printing 
air sampler for capturing live airborne bacteria and 
exploring the environmental factors that can influence 
bacterial dynamics. Res Microbiol. 2021 Sep; 172(6): 
103864

（3） Naya M, Aikawa T, Manabe O, Obara M, Koyanagawa 
K, Katoh C, Tamaki N. Elevated serum endothelin-1 is 
an independent predictor of coronary microvascular 
dysfunction in non-obstructive territories in patients 
with coronary artery disease. Heart and Vessels 2021 
Jul; 36(7): 917-923.

国際学会発表
（1） Katoh C. Clinical molecular imaging and image analysis. 

8th GI-CoRE GCB Summer School in 2022 Winter for 
Medical Physics, Sapporo 2022.3

（2） Kawauchi K, Katoh C. 18F-FDG dynamic brain PET study 
estimating the arterial plasma radioactivity curve using 
a convolutional neural network (CNN). Annual Congress 
of the European Association of Nuclear Medicine 
(EANM'21), Vienna, Austria, 2021.10

（3） Katoh C, Ishiyama K, Magota K, Hirata K. Strategy to 
estimate the time-activity curve of arterial plasma in 
18F-FDG dynamic brain PET study with Convolutional 
Neural Network. Society of Nuclear Medicine and 
Molecular Imaging (SNMMI) 2021 annual meeting, 
Washington DC, USA, 2021.6

国内学会発表
（1） 遠藤大輝、平田健司、孫田惠一、加藤千恵次：AI セグメン

テーション用教師データ生成支援のためのスライス間
ROI補間アルゴリズムの開発と性能評価、第61回日本核
医学会学術総会、名古屋。 2021.11

（2） 加藤千恵次 , 石山敬悟、孫田惠一、平田健司：18F-FDG ダ
イナミック脳PET検査におけるCNNによる非侵襲的な
入力関数の推定、第61回日本核医学会学術総会、名古屋、 
2021.11

（3） 西上健太朗、加藤千恵次：GAN を用いた PET 画像の SUV
補正、第41回日本核医学技術学会総会学術大会、名古屋、
2021.11
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（7） 韓豊 , 張孜恒 , 大橋和貴 , 張洪健 , 小笠原克彦 : Fuzzy-
Ｃ-Means法による痛みを表す看護用語の数値化. 第3回
北海道支部会オンライン学術大会. 2021年9月（Web）

●情報科学研究院メディアダイナミクス研究室

英文原著論文
（1） Li G, Togo R, Ogawa T, Haseyama M. Dataset complexity 

assessment based on cumulative maximum scaled area 
under Laplacian spectrum. Multimed Tools Appl . 2022 
April;81:32287–32303. doi:https://doi.org/10.1007/
s11042-022-13027-3.

（2） Li G, Togo R, Ogawa T, Haseyama M. COVID-19 
detection based on self-supervised transfer learning 
using chest X-ray images. Int J Comput Assist Radiol 
Surg. 2022 Dec 20:1–8. doi: 10.1007/s11548-022-
02813-x. Epub ahead of print. PMID: 36538184; 
PMCID: PMC9765379.

（3） Li G, Togo R, Ogawa T, Haseyama M. Compressed 
gastric image generation based on soft-label dataset 
distillation for medical data sharing. Comput Methods 
Programs Biomed. 2022 Dec;227:107189. doi : 
10.1016/j.cmpb.2022.107189. Epub 2022 Oct 22. 
PMID: 36323177.

国際学会発表
（1） Li G, Togo R, Ogawa T, Haseyama M. Self-knowledge 

distillation based self-supervised learning for COVID-19 
detection from chest X-ray images. ICASSP 2022. 
Singapore (Web). 2022.06

（2） Kunieda T, Togo R, Nishioka N, Shimizu Y, Watanabe 
S, Hirata K, Maeda K, Ogawa T, Kudo K, Haseyama M. 
Prediction of amyloid- β positivity using QSM images 
based on bootstrap your own latent. GCCE 2022. Osaka. 
2022.10.

（3） Li G, Togo R, Ogawa T, Haseyama M. Dataset distillation 
for medical dataset sharing. AAAI-23 Workshop. 
Washington D.C. 2023.02.

国内学会発表
（1） Guang Li、Ren Togo、Takahiro Ogawa、Miki Haseyama：

COVID-19 detection based on masked image modeling 
using vision transformer、第25回 画像の認識・理解シン
ポジウム （MIRU2022）、兵庫、2022.07.

（2） 李広、藤後廉、小川貴弘、長谷山美紀：医療データを対象と
したデータセット蒸留に関する検討、第1回 北海道大学
医療AIシンポジウム、北海道、2022.11.

（3） 國枝翼、藤後廉、前田圭介、小川貴弘、長谷山美紀: 眼底画
像を用いた教師なしドメイン適応に基づく糖尿病性網膜
症の重症度の推定に関する検討、令和4年度 電気・情報関
係学会北海道支部連合大会、Web、2022.11.

literature mining: Examining the effect of the ratio of 
biomedical domain to general domain data. Appl. Sci. 
2022, 12(1), 154; doi.org/10.3390/app12010154.

（4） Ueda R, Goto A, Kita R, Ogasawara K: Development of a 
Model for the Spread of Nosocomial Infection Outbreaks 
Using COVID-19 Data. Healthcare 2022, 10(3), 471; doi.
org/10.3390/healthcare10030471

（5） Yang Y, Morii Y, Fujiwara　K, Ishikawa T, Yamashina 
H, Suzuki T, Nakaya J. Ogasawara K. Trend of Gini 
Coefficient of Healthcare Resources in China from 1998 
to 2016. J Hosp Manag Health Policy 2021;5:40 doi: 
10.21037/jhmhp-20-93.

（6） Tamori H, Yamashina H, Mukai M, Morii Y, Suzuki 
T, Ogasawara K. Acceptance of the Use of Artificial 
Intelligence in Medicine Among Japan’s Doctors and 
the Public: A Questionnaire Survey. JMIR Hum Factors. 
2022 Mar 16;9(1):e24680. doi: 10.2196/24680.

和文著書
（1） 奥田保男, 小笠原克彦（監修）. 放射線システム情報学-医

用画像情報の基礎と応用-（改定2版）. オーム社 2021

国内学会発表
（1） 平田健司, 工藤與亮, 中谷純, 唐明輝, 小笠原克彦, 杉森

博行, 秋田弘俊, 畠山鎮次: 医療現場課題の解決のための
AI 人材育成拠点構築のとり組み - 医療 AI 人材育成：北海
道大学の取り組み.第3回日本メディカルAI 学会学術集
会. 2021年6月（Web）

（2） 上田龍一郎, 韓豊, 張洪健, 青木智大, 小笠原克彦: Fuzzy-
C-Means 法を用いた COVID-19 に関するセンチメント
分析. -日本語を対象としたTwitter ユーザーに関する検
証-. 第41回医療情報学連合大会（第22回日本医療情報学
会学術大会）. 2021年11月（名古屋）

（3） 韓豊 , 張孜恒 , 大橋和貴 , 張洪健 , 小笠原克彦 : Fuzzy-
Ｃ -Means 法を用いた痛みに関する看護用語を数値化 . 
第41回医療情報学連合大会（第22回日本医療情報学会学
術大会）. 2021年11月（名古屋）

（4） 張孜恒, 韓豊, 大橋和貴, 張洪健, 小笠原克彦: 医学文献
マイニングにおける痛みに関する看護用語抽出の看護
用語と一般後の比率の検討. 第41回医療情報学連合大会

（第22回日本医療情報学会学術大会）. 2021年11月（名古
屋） 

（5） 北龍樹, 上田龍一郎, 森井康博, 小笠原克彦: システムダ
イナミクスを用いた新型コロナウィルス感染症の伝播
予測-高齢者率の変化による感染伝播の予測-. 第41回医
療情報学連合大会（第22回日本医療情報学会学術大会）. 
2021年11月（名古屋）

（6） 上田龍一郎, 韓豊, 張洪健, 青木智大, 小笠原克彦: 日本
語を対象としたTwitterユーザーに関するセンチメント
分析COVID-19感染拡大初期段階における検証. 第3回北
海道支部会オンライン学術大会. 2021年9月（Web）
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Photobiol A. 2021 Apr; 408:113094.

和文論文・総説
(1) 中島孝平、小川美香子：イルミノックスⓇプラットフォー

ムによる新しいがん治療、Drug Delivery System 37-1、
72-77（2022）

国際学会発表
(1) Kobayashi M, Harada M, Takakura H, Ando K, Goto 

Y, Tsuneda T, Ogawa M, Taketsugu T. Near-infrared 
Photoreaction Mechanism of Photoimmunotherapy Dye: 
Through Photo-induced Hydrolysis by Radical Anion 
Generation. Pacifichem 2021, online, 2021.12.

(2) Nakajima K, Sugikawa A, Yasui H, Higashikawa K, 
Takakura H, Suzuki C, Magata Y, Kuge Y, Ogawa M. PET 
and MR imaging of physiological responses after near-
infrared photoimmunotherapy of cancer. CJSRS2021, 
online 2021.11.

(3) Ogawa M. Evaluation of tumor microenvironment 
with 18F-FDG after immune checkpoint therapies, and 
development of a new 18F-probe for evaluation of 
lactate metabolism. CJSRS2021, online 2021.11.

(4) Ogawa M. New Cancer Therapy Using Photo-induced 
Aggregation. The 4th Australia-Belgium-Japan joint 
online open symposium, online, 2021.10.

(5) Nakajima K, Sugikawa A, Yasui H, Higashikawa K, 
Takakura H, Suzuki C, Magata Y, Kuge Y, Ogawa M. In 
vivo imaging of acute physiological responses after 
treatment with photoimmunotherapy. PBA2021, Kyoto, 
2021.8.

(6) Tsuchiya K, Takakura H, Notsuka Y, Yamaoka Y, Ogawa 
M. Photoacoustic imaging of cancer cells using pH-
activatable imaging agents. PBA2021, Kyoto, 2021.8.

国内学会発表
(1) 小川美香子：励起状態からの緩和過程を利用した薬剤開

発、第４回フォトエキサイトニクス研究会、オンライン、
2022.3

(2) 後藤悠人、安藤完太、中島孝平、高倉栄男、小川美香子：長
波長の光で励起可能な新規光免疫療法薬剤の開発、日本
薬学会第142年会、オンライン、2022.3

(3) 本間充憲、中島孝平、鈴木基史、横内勇太、松田拓真、高倉
栄男、平田健司、久下裕司、小川美香子：日本薬学会第142
年会、オンライン、2022.3

(4) 大原麻希、泉雄大、高倉栄男、榎本将聖、藤井健太郎、横谷
明徳、小川美香子：超原子価ヨウ素化合物のヨウ素L3殻
XANES測定、2021年度量子ビームサイエンスフェスタ、
2022.3

(5) 大原麻希、泉雄大、高倉栄男、榎本将聖、藤井健太郎、横谷
明徳、小川美香子：光免疫がん治療のための超原子価ヨ
ウ素化合物の XANES 測定による評価、第35回日本放射

●薬学研究院生体分析化学研究室

英文原著論文
(1) Inanami O, Hiraoka W, Goto Y, Takakura H, Ogawa M. 

EPR Characterisation of Phthalocyanine Radical Anions 
in Near-Infrared Photocleavage of the Hydrophilic Axial 
Ligand of a Photoimmunotherapeutic Reagent, IR700. 
ChemPhotoChem. 2022 Jan; 6:e202100172.

(2) Suzuki M, Katayama T, Suzuki C, Nakajima K, Magata 
Y, Ogawa M. Uptake of nicot inic acetylcholine 
receptor imaging agent is reduced in the pro-
inflammatory macrophage. Nucl Med Biol. 2021 Nov-
Dec;102-103:45-55.

(3) Nakajima K, Miyazaki F, Terada K, Takakura H, Suzuki M, 
Ogawa M. Comparison of low-molecular-weight ligand 
and whole antibody in prostate-specific membrane 
antigen targeted near-infrared photoimmunotherapy. Int 
J Pharm. 2021 Nov 20;609:121135.

(4) Kato T, Okada R, Goto Y, Furusawa A, Inagaki F, 
Wakiyama H, Furumoto H, Daar D, Turkbey B, Choyke 
PL, Takakura H, Inanami O, Ogawa M, Kobayashi H. 
Electron Donors Rather Than Reactive Oxygen Species 
Needed for Therapeutic Photochemical Reaction of 
Near-Infrared Photoimmunotherapy. ACS Pharmacol 
Transl Sci. 2021 Sep 17;4(5):1689-1701.

(5) Sato Y, Yamaguchi K, Ogawa M, Takekuma Y, Sugawara 
M. An imaging approach for determining the mechanism 
of enhancement of intestinal absorption of an L-theanine 
supplement. PLoS One. 2021 Jun 11;16(6):e0253066.

(6) Matsuoka K, Obata H, Nagatsu K, Kojima M, Yoshino 
T,  Ogawa M,  Matsunaga  S .  Trans i t ion -meta l -
free nucleophilic 211At-astatination of spirocyclic 
aryliodonium ylides. Org Biomol Chem. 2021 Jun 
30;19(25):5525-5528.

(7) Takakura H, Sato H, Nakajima K, Suzuki M, Ogawa M. 
In Vitro and In Vivo Cell Uptake of a Cell-Penetrating 
Peptide Conjugated with Fluorescent Dyes Having 
Different Chemical Properties. Cancers (Basel). 2021 
May 7;13(9):2245.

(8) Obata H, Tsuji AB, Sudo H, Sugyo A, Minegishi K, 
Nagatsu K, Ogawa M, Zhang MR. In Vitro Evaluation 
of No-Carrier-Added Radiolabeled Cisplatin ([189, 191Pt]
cisplatin) Emitting Auger Electrons. Int J Mol Sci. 2021 
Apr 28;22(9):4622.

(9) Obata H, Minegishi K, Nagatsu K, Ogawa M, Zhang MR. 
Synthesis of no-carrier-added [188, 189, 191Pt]cisplatin from 
a cyclotron produced 188, 189, 191PtCl42- complex. Sci Rep. 
2021 Apr 14;11(1):8140.

(10) Takakura H, Goto Y, Kitamura A, Yoshihara T, Tobita 
S, Kinjyo M, Ogawa M. Analysis of the triplet-state 
kinetics of a photosensitizer for photoimmunotherapy 
by fluorescence correlation spectroscopy. J Photochem 
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(22) 小川美香子：光免疫療法の細胞殺傷メカニズム、第43回
日本光医学・光生物学会、オンライン、2021.7

(23) Kobayashi M, Harada M, Takakura H, Ando K, Goto Y, 
Tsuneda T, Ogawa M, Taketsugu T; Theoretical Study on 
the Near-Infrared Photoreaction Mechanism of a Silicon 
Phthalocyanine Photoimmunotherapy Dye、第36回化学
反応討論会、2021.6

(24)  鈴木基史、片山竜樹、鈴木千枝、中島孝平、間賀田泰寛、小
川美香子：PETイメージング剤を用いた動脈硬化病変に
おけるニコチン受容体の機能解明、第15回日本分子イ
メージング学会、オンライン、2021.5

(25) 中島孝平、小川美香子：光免疫療法における抗体 -IR700
複合体の細胞内局在が細胞障害メカニズムに与える影響、
第15回日本分子イメージング学会、オンライン、2021.5

光学会年会・放射光科学合同シンポジウム、オンライン、
2022.1

(6) 小川美香子：がん免疫を考慮した放射線治療の可能性、ア
イソトープ協会シンポジウム、オンライン、2021.11

(7) 高倉栄男、金子祐太、中島孝平、小川美香子：乳酸代謝PET
イメージング剤の開発とその機能評価、第61回核医学会、
名古屋、2021.11

(8) 中島孝平、杉川晃代、安井博宣、東川桂、高倉栄男、鈴木千
恵、間賀田泰寛、久下裕司、小川美香子：光免疫療法が腫
瘍に及ぼす機能的変化に関するFDG-/FMISO-PETおよび
MRIを用いた検討、第61回核医学会、名古屋、2021.11

(9) 尾幡穂乃香、辻厚至、永津弘太郎、小川美香子、張明栄：[189, 

191Pt]cisplatin の薬剤分布と DNA 障害性の評価、第61回
核医学会、名古屋、2021.11

(10) 小川美香子：α線内用療法と免疫に関する最新の知見、第
61回核医学会、名古屋、2021.11

(11) Ogawa M. Laboratory of Bioanalysis and Molecular 
Imaging. 第61回核医学会、名古屋、2021.11

(12) 鈴木基史、片山竜樹、 鈴木千恵、中島孝平、間賀田泰寛、小
川美香子：PETイメージング剤を用いた動脈硬化プラー
クにおけるニコチン受容体の発現に関する検討、第53回
日本動脈硬化学会、京都、2021.10

(13) 小川美香子：PETで動脈硬化を診る　WHHLMIウサギを
用いた動脈硬化PETイメージング剤の比較検討、第53回
日本動脈硬化学会、京都、2021.10

(14) 中島 孝平、安井 博宣、東川 桂、高倉 栄男、間賀田 泰寛、久
下裕司、小川 美香子：光免疫療法によって生じる腫瘍特
異的変化に関する PET および MRIを用いた解析、第80
回日本癌学会、横浜、2021.10

(15) 土屋 光輝、高倉 栄男、能塚 雄介、山岡 禎久、小川 美香子：
pH 応答性光音響イメージング剤のがんイメージングへ
の応用、第80回日本癌学会、横浜、2021.10

(16) 小川美香子：近赤外光によるがん治療法―光免疫療法―、
第80回日本癌学会、横浜、2021.10

(17) Izumi Y, Ohara M, Takakura H, Enomoto S, Fujii 
K, Yokoya A, Ogawa M: Exploration of candidate 
photosensitizers for “X-ray” photoimmunotherapy using 
X-ray absorption spectroscopy. 日本放射線影響学会第
64回大会、水戸、2021.9

(18) 藤井健太郎、高倉栄男、榎本将聖、泉雄大、大原麻希、渡邊
立子、横谷明徳、小川美香子：フタロシアニンに対するX
線照射による内殻電子励起を利用した新規光免疫治療
法、日本放射線影響学会第64回大会、水戸、2021.9

(19) 宮崎風香、中島孝平、高倉栄男、小川美香子：小分子リガン
ドを用いた光免疫療法薬剤における細胞傷害性および光
化学反応の解析、BMAS2021、京都、2021.9

(20) 後藤悠人、北村朗、高倉栄男、金城政孝、小川美香子：蛍光
相関分光法を用いた光免疫療法の光感受性化合物の三重
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メカニズム、第36回創薬セミナー、オンライン、2021.7
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受け入れのあった資金
●学内・学外共同プロジェクト

年度 制度名 課題名 相手先 研究者名

3
研究拠点形成費等補助金「 多様 な 新
ニーズに対応する「がん専門医療人材

（がんプロフェッショナル）養成プラン）」

人と医を紡ぐ北海道がん医療人養成プ
ラン 文部科学省 青山　英史

3 研究拠点形成費等補助金（先進的医療
イノベーション人材養成事業）

「Global × Local な医療課題解決を目
指した最先端 AI 研究開発」人材育成教
育拠点

文部科学省 工藤　與亮

3 橋渡し研究戦略的推進プログラム 橋渡し研究 _A164_ 新規末梢神経再生
方法の開発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 角家　　健

3 産科医・小児科医養成支援特別対策事業 北海道 真部　　淳

●受託研究等

年度 制度名 課題名 相手先 研究者名

3 受託研究

Separation of graft-versus-leukemia 
effect from graft-versus-host disease 
using KRP203 in combination with 
cyclosporine A

Priothera SAS 豊嶋　崇徳

3 受託研究 深層学習を用いた体軸性脊椎関節炎の
探索的画像評価研究

国立大学法人大阪大学　
大学院医学系研究科 渥美　達也

3
産業標準化推進事業委託費　戦略的国
際標準化加速事業　政府戦略分野に係
る国際標準開発活動

放射線治療の予後予測関連データに関
する国際標準化

経済産業省（株式会社
三菱総合研究所） 白𡈽　博樹

3 国立がん研究センター研究開発費 成人固形がんに対する標準治療確立の
ための基盤研究

国立研究開発法人
国立がん研究センター 本間　明宏

3 国立がん研究センター研究開発費
科学的根拠に基づくがんリスク評価と
がん予防ガイドライン提言に関する研
究

国立研究開発法人
国立がん研究センター 木村　尚史

3 受託研究 KRP203 as prophylaxis and treatment 
of chronic GVHD Priothera SAS 豊嶋　崇徳

3 受託研究 ソフトウェア機能評価

富士フイルムメディカ
ル株式会社　営業本部　

ＩＴソリューション
事業部

工藤　與亮

3 革新的がん医療実用化研究事業
進行上顎洞癌に対する超選択的動注化
学療法を併用した放射線治療による新
規治療法開発に関する研究

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 本間　明宏

3 革新的がん医療実用化研究事業 小児急性リンパ性白血病に対する標準
的治療法の確立：フォローアップ課題

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 真部　　淳

3 革新的先端研究開発支援事業 末梢神経の軸索再生を支える細胞機構
と接着因子の解明

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 角家　　健

3 次世代がん医療創生研究事業 バイオマテリアルを用いたがんの不均
一性制御の研究開発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 田中　伸哉

3 難治性疾患実用化研究事業 酸素の安定同位体 O-17標識水による
筋萎縮性側索硬化症の早期診断 MRI

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 工藤　與亮

3 革新的先端研究開発支援事業 腸の再生における炎症記憶メカニズム
の解明

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 谷口　浩二

3 先進的研究開発・開発体制強靱化事業

量子線手術（クオンタム・ビーム・サー
ジェリー）と放射線照射後手術におけ
る治療術中の迅速な判断・決定を支援
するための診断支援機器・システム開
発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 白𡈽　博樹

3 振興・再興感染症に対する革新的医薬
品等開発推進研究事業

変異型新型コロナウイルスに対する診
断・予防・治療法研究プラットフォーム
の開発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 豊嶋　崇徳
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年度 制度名 課題名 相手先 研究者名

3 臨床研究・治験推進研究事業　生物統
計家育成推進事業

京都大学大学院における臨床統計家育
成推進のための大学院・卒後一貫した
プログラム構築に関する研究開発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（京都大学）

横田　　勲
（分担者）

3 革新的がん医療実用化研究事業 小児胎児性固形がんに対する標準的治
療法開発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（広島大学）

横田　　勲
（分担者）

3 エイズ対策実用化研究事業 国内流行 HIV 及びその薬剤耐性株の長
期的動向把握に関する研究

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（国立感染症研究所）

豊嶋　崇徳
（分担者）

3 革新的がん医療実用化研究事業
頭頸部扁平上皮癌に対する強度変調陽
子線治療の実用化に向けた技術開発と
有効性検証

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（国立がん研究センター）

青山　英史
（分担者）

3 革新的がん医療実用化研究事業
切除可能肝細胞癌に対する陽子線治療
と外科的切除の非ランダム化同時対照
試験

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（国立がん研究センター）

青山　英史
（分担者）

3 革新的がん医療実用化研究事業
小児および AYA 世代の横紋筋肉腫患
者に対するリスク層別化臨床試験実施
による標準的治療法の開発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（京都府立医科大）

横田　　勲
（分担者）

3 革新的がん医療実用化研究事業

AYA 世代および成人 T 細胞性急性リン
パ性白血病の小児型治療適用における
限界年齢と新規バイオマーカー探索に
関する研究

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（名古屋大学）

真部　　淳
（分担者）

3 革新的がん医療実用化研究事業 小児白血病の病態の背景にある生殖細
胞系列の分子遺伝学的基盤の解明

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（東京大学）

真部　　淳
（分担者）

3 革新的がん医療実用化研究事業
Stage I/II 舌癌に対する予防的頸部郭清
省略の意義を検証するための多施設共
同臨床試験

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（愛知県がんセンター）

本間　明宏
（分担者）

3 医療機器開発推進研究事業
関節内変形治癒骨折手術に対するカス
タムメイド手術ガイド実用化のための
医師主導治験

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（大阪大学）

岩崎　倫政
（分担者）

3 免疫アレルギー疾患実用化研究事業

自己免疫性疾患の臓器病変局所におけ
るシングルセル RNA シークエンスを
用いたマルチオミックス解析による病
態解明基盤の構築

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（東京大学）

渥美　達也
（分担者）

3 ゲノム創薬基盤推進研究事業 小児がんに対する個別化医療を可能に
するゲノム基盤情報の構築

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（東京大学）

真部　　淳
（分担者）

3 ゲノム医療実現バイオバンク利活用プ
ログラム

免疫担当細胞 eQTL データを用いた免
疫介在性疾患ゲノム情報からの層別化
および予後予測モデルの構築

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（東京大学）

渥美　達也
（分担者）

3 橋渡し研究戦略的推進プログラム リアルタイム体内中線量可視化画像誘
導至適陽子線治療システムの研究開発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（大阪大学）

白𡈽　博樹
（分担者）

3 振興・再興感染症に対する革新的医薬
品等開発推進研究事業

COVID-19ウィルスゲノムシーケンシ
ングによるワクチン・薬剤耐性関連変
異株・海外変異株の予防的国内監視シ
ステムの構築

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（慶應義塾）

豊嶋　崇徳
（分担者）

3 革新的がん医療実用化研究事業

成人 T 細胞白血病に対する移植後シク
ロフォスファミドを用いた非血縁者間
末梢血幹細胞移植法の確立と移植後再
発への対策に関する研究

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（国立がん研究センター）

豊嶋　崇徳
（分担者）

3 臨床研究・治験推進研究事業　生物統
計家育成推進事業

東京大学大学院における生物統計家育
成のための卒後教育まで含めた一貫し
た教育プログラムの研究開発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（東京大学）

横田　　勲
（分担者）
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年度 制度名 課題名 相手先 研究者名

3 難治性疾患実用化研究事業

成人発症スチル病（AOSD）に対する5-
アミノレブリン酸塩酸塩／クエン酸第
一鉄ナトリウム（5-ALA HCL/SFC）投与
の医師主導治験

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（長崎大学）

渥美　達也
（分担者）

3 共同研究 先進イメージングアプリケーションの
研究

富士フイルムヘルスケア
株式会社 工藤　與亮

3 共同研究 ミトコンドリア・ナノメディシンによ
る免疫細胞機能修飾法の開発

ルカ・サイエンス
株式会社 豊嶋　崇徳

3 共同研究 栄養改善事業（中札内村七色献立プロ
ジェクト）の効果検証 中札内村長 玉腰　暁子

3 共同研究 次世代型高精度粒子線治療システムの
研究（３）

株式会社日立製作所
研究開発グループテク
ノロジーイノベーショ

ン統括本部

白𡈽　博樹

3 共同研究 合成装置を用いた [68Ga]Ga-PSMA-11
注射薬の治験プロトコールの確立 AMS 企画株式会社 工藤　與亮

3 共同研究 バイオマテリアル機能再生分野 持田製薬株式会社 岩崎　倫政

3 共同研究

トポロジカルデータ解析を活用した
コンピューター断層撮影（CT）による
COVID-19肺炎の人工知能（AI）診断支
援

NEC ソリューション
イノベータ株式会社 工藤　與亮

3 共同研究 認知症診断支援技術の開発 株式会社 Splink 工藤　與亮

3 研究助成（寄附金） 研究助成 公益財団法人秋山記念
生命科学振興財団 半田　　悠

3 研究助成（寄附金） 研究助成 大塚製薬（株） 渥美　達也
3 研究助成（寄附金） 研究助成 大塚製薬（株） 豊嶋　崇徳

3 研究助成（寄附金） 学術研究費 公益財団法人
杉野目記念会 本間　明宏

3 研究助成（寄附金） 研究助成 ゲルベ・ジャパン（株） 工藤　與亮
3 研究助成（寄附金） 研究助成 日本ベーリンガーイン 中村　昭伸
3 研究助成（寄附金） 研究助成 日本ベーリンガーイン 渥美　達也
3 研究助成（寄附金） 研究助成 日本ベーリンガーイン 秋田　弘俊
3 研究助成（寄附金） 研究助成 旭化成ファーマ株式会 岩崎　倫政

3 研究助成（寄附金） 交通事故医療研究 一般社団法人
日本損害保険協会 岩崎　倫政

3 研究助成（寄附金） 研究助成 中外製薬（株） 渥美　達也
3 研究助成（寄附金） 研究助成 中外製薬（株） 豊嶋　崇徳
3 研究助成（寄附金） 研究助成 中外製薬（株） 秋田　弘俊
3 研究助成（寄附金） 研究助成 中外製薬（株） 武冨　紹信
3 研究助成（寄附金） 研究助成 中外製薬（株） 真部　　淳

3 研究助成（寄附金） 交通事故医療研究 一般社団法人
日本損害保険協会 岩崎　倫政

3 研究助成（寄附金） 交通事故医療研究 一般社団法人
日本損害保険協会 岩崎　倫政

3 研究助成（寄附金） 研究助成 GE ヘルスケアファーマ
（株） 工藤　與亮

3 研究助成（寄附金） 研究助成 一般社団法人
日本血液学会 真部　　淳

3 研究助成（寄附金） 研究助成 エーザイ（株） 工藤　與亮
3 研究助成（寄附金） 研究助成 協和キリン（株） 豊嶋　崇徳
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年度 制度名 課題名 相手先 研究者名

3 研究助成（寄附金） 研究助成 一般社団法人
日本血液学会 豊嶋　崇徳

3 研究助成（寄附金） ビジョナリーリサーチ助成（スタート） 武田科学振興財団 谷口　浩二
3 研究助成（寄附金） 研究助成 科研製薬（株） 岩崎　倫政
3 研究助成（寄附金） 研究助成 塩野義製薬（株） 豊嶋　崇徳
3 研究助成（寄附金） 研究助成 塩野義製薬（株） 岩崎　倫政
3 研究助成（寄附金） 研究助成 エーザイ（株） 岩崎　倫政
3 研究助成（寄附金） 研究助成 ㈱ツムラ 青山　英史
3 研究助成（寄附金） 研究助成 エーザイ（株） 秋田　弘俊
3 研究助成（寄附金） 研究助成 日本血液製剤機構 真部　　淳

3 研究助成（寄附金） 研究助成 日本イーライリリー
（株） 秋田　弘俊

3 研究助成（寄附金） 研究助成 第一三共（株） 豊嶋　崇徳
3 研究助成（寄附金） 研究助成 第一三共（株） 青山　英史
3 研究助成（寄附金） 研究助成 帝人ファーマ（株） 岩崎　倫政
3 研究助成（寄附金） 研究助成 武田薬品工業（株） 渥美　達也
3 研究助成（寄附金） 研究助成 武田薬品工業（株） 豊嶋　崇徳

3 研究助成（寄附金） Ⅰ . 特定研究開発助成 公益財団法人
テルモ生命科学振興財団 岩崎　倫政

3 研究助成（寄附金） 内藤記念科学奨励金・研究助成 内藤記念科学振興財団 谷口　浩二

3 研究助成（寄附金） 研究助成寄附 ブリストル・マイヤー
ズスクイブ（株） 谷口　浩二

3 研究助成（寄附金） MIRAI2.0　シードファンディング 名古屋大学 MIRAI プロ 照川アラー
3 研究助成（寄附金） 倉田奨励金 公益財団法人　日立財 谷口　浩二

3 研究助成（寄附金） 研究助成金 公益財団法人
ヒロセ財団 照川アラー

3 研究助成（寄附金） JA 共済交通事故医療研究助成 全国共済農業協同組合 岩崎　倫政

3 研究助成（寄附金） 教育基金研究助成 公益社団法人
日本糖尿病協会 中村　昭伸

3 COI プログラム（JST） COI 拠点「食と健康の達人」拠点 国立研究開発法人
科学技術振興機構 玉腰　暁子

3 共創の場（COI-NEXT）研究成果展開事
業

（COI-NEXT） 共創の場形成支援プログ
ラム「こころとカラダのライフデザイ
ン共創拠点」

国立研究開発法人
科学技術振興機構 玉腰　暁子

3 受託研究

I-MIBG による核医学治療を実施した
褐色細胞腫及びパラガングリオーマ患
者の有効性及び安全性を調査する観察
研究

PDR ファーマ株式会社 平田　健司

●その他．競争的資金
　文部科学省科学研究費助成事業

年度 研究種目 課題名 研究者名 役割

3 新学術領域研究（研究領域提案型） 細胞内非平衡状態を情報源とした上皮性維持
と喪失の制御 及川　　司 研究代表者

3 基盤研究（A） 高機能ゲルによるがん幹細胞リプログラミン
グと治療薬開発基盤の創出 田中　伸哉 研究代表者

3 基盤研究（B） 陽子線 CT 搭載型ヘリウム・陽子線混合治療装
置と免疫賦活照射法の研究開発 白𡈽　博樹 研究代表者

3 基盤研究（B）（繰越） 陽子線 CT 搭載型ヘリウム・陽子線混合治療装
置と免疫賦活照射法の研究開発 白𡈽　博樹 研究代表者
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年度 研究種目 課題名 研究者名 役割
3 基盤研究（B） 移植組織制御による新規脊髄再生方法の開発 角家　　健 研究代表者
3 基盤研究（B）（繰越） 移植組織制御による新規脊髄再生方法の開発 角家　　健 研究代表者

3 基盤研究（B） 抗リン脂質抗体による中枢神経障害メカニズ
ムの解明 渥美　達也 研究代表者

3 基盤研究（B） 腫瘍惹起性炎症を標的とした新規大腸がん治
療法の開発 谷口　浩二 研究代表者

3 基盤研究（B）（繰越） 腫瘍惹起性炎症を標的とした新規大腸がん治
療法の開発 谷口　浩二 研究代表者

3 基盤研究（B） 混合研究法による積雪寒冷地において冬季身
体活動量低下を防止するプログラムの検討 玉腰　暁子 研究代表者

3 基盤研究（B）（繰越） 混合研究法による積雪寒冷地において冬季身
体活動量低下を防止するプログラムの検討 玉腰　暁子 研究代表者

3 基盤研究（B） 正中縫線核セロトニン合成能低下による海馬
機能低下とうつ様行動増加仮説の検証 吉岡　充弘 研究代表者

3 基盤研究（B） 同一刺激に対する ARF6-AMAP1経路依存的ケ
モカイン発現転換の分子基盤の解明 佐邊　壽孝 研究代表者

3 基盤研究（B） MRI と同位体顕微鏡を用いたマルチスケールの
水分子イメージング 工藤　與亮 研究代表者

3 基盤研究（B） 造血幹細胞移植後の免疫寛容と組織寛容の機
序の解明とその制御法の開発研究 豊嶋　崇徳 研究代表者

3 基盤研究（B） 高強度ポーラスゲルによる３次元がん組織モ
デル創出とがん幹細胞標的新規治療法の開発 津田真寿美 研究代表者

3 基盤研究（C） 進行癌における Arf6経路を介した免疫チェッ
クポイント PD-L1の制御機構の解明 橋本　あり 研究代表者

3 基盤研究（C） グルコキナーゼの制御による膵β細胞量調節
メカニズムの解明 中村　昭伸 研究代表者

3 基盤研究（C） p53による核内ヒストン動態制御機構の解明 及川　　司 研究代表者

3 基盤研究（C） 半導体 PET と深層学習を利用した FDG PET か
らの腫瘍血流・代謝の同時定量 平田　健司 研究代表者

3 基盤研究（C） 環境因子と高血圧の関連に及ぼす遺伝因子の
影響に関する検討 平田　　匠 研究代表者

3 基盤研究（C）
Effects of  f ish consumption on cl inical 
response to targeted therapies in Japanese 
and Spanish patients with rheumatoid arthritis

Amengual Olga
（アメングアル　

オルガ）
研究代表者

3 挑戦的研究（萌芽） 培養細胞上の糖鎖抗原変化と自家細胞移植に
おける免疫応答発生機序の解明 岩崎　倫政 研究代表者

3 挑戦的研究（萌芽） R-Spondin による肝幹細胞を標的とした造血幹
細胞移植後肝傷害の治療開発 豊嶋　崇徳 研究代表者

3 挑戦的研究（萌芽） 電荷による細胞応答制御法の創出ーチャージ
ハイドロゲルでウイルス感染症・がんを治す 田中　伸哉 研究代表者

3 挑戦的研究（開拓） ウエアラブル端末を用いた高齢者の認知機能
に影響する歩行パラメータと修飾要因の検討 玉腰　暁子 研究代表者

3 若手研究 骨塩定量ではわからない骨質の評価：コラーゲ
ンの微細磁化構造に着目した MRI の応用 唐　　明輝 研究代表者

3 若手研究 多変量生存時間アウトカムに対する予測モデ
ル構築と性能評価法の開発 横田　　勲 研究代表者

3 国際共同研究加速基金（帰国発展研究） 消化器癌と消化器再生における炎症の役割の
解明 谷口　浩二 研究代表者

3 研究活動スタート支援 深層学習による血管造影用カテーテライゼー
ション難易度と最適なカテーテル形状の解明 森田　　亮 研究代表者

3 新学術領域研究 コホート ･ 生体試料支援プラットフォーム 玉腰　暁子 研究分担者
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年度 研究種目 課題名 研究者名 役割

3 基盤研究（B） 小児白血病の発症要因および生存者の医学的・
社会的予後に関する包括的な疫学研究 真部　　淳 研究分担者

3 基盤研究（B） ベーチェット病のゲノムワイド亜型解析によ
るエビデンス創出とレジストリー構築 渥美　達也 研究分担者

3 基盤研究（C） 前期高齢者のボランティア参加と認知症発症
に関するパネルデータ研究 玉腰　暁子 研究分担者

3 基盤研究（C） 心サルコイドーシスの個別化診療に向けた MRI
と PET 統合テクスチャ解析法の開発 平田　健司 研究分担者

3 基盤研究（C） VCP 化合物の最適化による新規神経保護薬の
開発 角家　　健 研究分担者

3 基盤研究（B） マイオカインによる老化進展制御機構の解明 佐邊　壽孝 研究分担者

3 基盤研究（C） 法科学的体液資料を網羅する汎用性の高い体
液の識別検査法の確立 横田　　勲 研究分担者

3 挑戦的研究（萌芽） 口腸連関における大腸がんリスクとなる潜在
的粘膜親和性 Pathobiont 検索 谷口　浩二 研究分担者

●令和３年度厚生労働科学研究費（代表者・分担者分）

年度 研究種目 補助金／
委託費 研究課題名 研究者名 役割

3 循環器疾患・糖尿病等生活
習慣病対策総合研究事業 500,000

生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび
集団リスクの評価ツールの開発及び臨床応用
のための研究

玉腰　暁子 分担者

3 がん対策推進総合研究事業 300,000
学会連携を通じた希少癌の適切な医療の質向
上と次世代を担う希少がん領域の人材育成に
資する研究

本間　明宏 分担者

3 がん対策推進総合研究事業 500,000
学会連携を通じた希少癌の適切な医療の質向
上と次世代を担う希少がん領域の人材育成に
資する研究

青山　英史 分担者

3 難治性疾患政策研究事業 600,000 特発性造血障害に関する調査研究 真部　　淳 分担者

3 難治性疾患政策研究事業 500,000
先天性骨髄不全症の登録システムの構築と診
断基準・重症度分類・診断ガイドラインの確立
に関する研究

真部　　淳 分担者

3 がん対策推進総合研究事業 300,000

小児・AYA 世代がん患者に対する生殖機能温存
に関わる心理支援体制の均てん化と安全な長
期検体保管体制の確立を志向した研究‐患者
本位のがん医療の実現を目指して

真部　　淳 分担者

3 難治性疾患政策研究事業 1,000,000 自己免疫疾患に関する調査研究 渥美　達也 分担者
3 エイズ対策政策研究事業 4,500,000 HIV 感染症の医療体制の整備に関する研究 豊嶋　崇徳 分担者

3 労働安全衛生総合研究事業 400,000 中小企業等における治療と仕事の両立支援の
取り組み促進のための研究 白𡈽　博樹 分担者

3 労働安全衛生総合研究事業 600,000 医療機関における治療と仕事の両立支援の推
進に資する研究 白𡈽　博樹 分担者
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規

　（趣旨）

第１条　この内規は、北海道大学大学院医学研究院・医学部組織運営内規第８条第２項の規定に基づき、北海道大学

大学院医学研究院連携研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営について定めるものとする。

　（目的）

第２条　センターは、分野・教室・協力組織間のプロジェクト研究・共同研究により、新学問分野、融合分野・領域を創出

し、生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させるための研究を行い、医学・医療及び健康維持に貢献すること

を目的とする。

　（職員等）

第３条　センターに、センター長その他必要な職員を置く。

　（センター長）

第４条　センター長は、医学研究院長（以下「研究院長」という。）をもって充てる。

２　センター長は、センターの業務を掌理する。

　（副センター長）

第５条　センターに、副センター長を置く。

２　副センター長は、センター長が指名する医学研究院（以下「本研究院」という。）専任の教授（国立大学法人北海道大

学特任教員就業規則（平成18年海大達第35号）第３条第２号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にある者

を含む。）をもって充てる。

３　副センター長は、センター長の職務を助け、センター長に事故があるときは、その職務を代理する。

　（運営委員会）

第６条　センターの運営に関する重要事項を審議するため、連携研究センター運　営委員会（以下「運営委員会」とい

う。）を置く。

２　運営委員会は、センターに関する次に掲げる事項を審議する。

（1） プロジェクト研究・共同研究の内容等に関する事項

（2） 基盤教室の選考及び評価に関する事項

（3） 連携教室及び協力組織に関する事項

（4） 連携教室の教員の人事に関する事項 

（5） その他センターの運営に関する重要事項

３　運営委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

（1） センター長

（2） 副センター長

（3） 副研究院長（研究院長が指名する者）

（4） 研究分野の責任者

（5） 本研究院専任の教授のうちから研究院長が指名する者　２名

４　前項第５号の委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、欠員となった場合の後任の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

５　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

６　運営委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ議事を開くことができない。

７  運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決する。

８　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。

　（研究分野）

第７条　センターに、複数の研究分野を置く。

２　研究分野は、プロジェクト研究・共同研究を行うものとし、その研究内容等は、運営委員会の議を経て、医学研究院教

授会（以下「教授会」という。）の承認を得るものとする。

３　研究分野に分野責任者を置き、センター長の指名する者をもって充てる。

４　研究分野には、基盤教室を置き、また、原則として連携教室を置く。

５　研究分野には、北海道大学の本研究院以外の部局等からプロジェクト研究・共同研究に協力する組織として、協力組

織を置くことができる。

　（基盤教室）

第８条　基盤教室は、運営委員会において、本研究院（附属教育研究施設を含む。）の教室の中から選考し、教授会の承

認を得て兼担させるものとする。

２　基盤教室の兼担期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が当該プロジェクト研究・共同研究の進捗状況等につ

いて評価のうえ必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内の範囲で、兼担期間を更新することができるもの

とし、以後の更新についても同様とする。

　（連携教室）

第９条　連携教室は、基盤教室と連携して、プロジェクト研究・共同研究を行うものとする。　

２　連携教室の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

３　連携教室の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、１回に限

り、５年以内の範囲で設置期間を更新することができる。

４　連携教室には、医学研究院の運営費交付金は配当しないものとする。

　（協力組織）

第10条　協力組織の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

２　協力組織の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内

の範囲で設置期間を更新することができるものとし、以後の更新についても同様とする。

　（教室等の設置及び更新）

第11条　基盤教室、連携教室又は協力組織の設置又は設置期間の更新をしようとする場合は、申請者は、次に掲げる書

類をセンター長に提出するものとする。

　（1） 教室等設置申請書（別紙様式１）

　（2） 教室等更新申請書（別紙様式２）

（事務）

第12条  センターの事務は、医学系事務部会計課において処理する。　

（雑則）

第13条  この内規に定めるもののほか、連携研究センターの組織及び運営に関し必要な　事項は、運営委員会の議を経

て、センター長が定める。

     附　則

１　この内規は、平成29年４月１日から施行する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規（平成18年1月26日制定）北海道大学大学院医学研究科連携

研究センター運営委員会内規（平成18年1月26日制定）及び北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規

の運用について（平成18年１月26日制定）は、廃止する。
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規

　（趣旨）

第１条　この内規は、北海道大学大学院医学研究院・医学部組織運営内規第８条第２項の規定に基づき、北海道大学

大学院医学研究院連携研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営について定めるものとする。

　（目的）

第２条　センターは、分野・教室・協力組織間のプロジェクト研究・共同研究により、新学問分野、融合分野・領域を創出

し、生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させるための研究を行い、医学・医療及び健康維持に貢献すること

を目的とする。

　（職員等）

第３条　センターに、センター長その他必要な職員を置く。

　（センター長）

第４条　センター長は、医学研究院長（以下「研究院長」という。）をもって充てる。

２　センター長は、センターの業務を掌理する。

　（副センター長）

第５条　センターに、副センター長を置く。

２　副センター長は、センター長が指名する医学研究院（以下「本研究院」という。）専任の教授（国立大学法人北海道大

学特任教員就業規則（平成18年海大達第35号）第３条第２号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にある者

を含む。）をもって充てる。

３　副センター長は、センター長の職務を助け、センター長に事故があるときは、その職務を代理する。

　（運営委員会）

第６条　センターの運営に関する重要事項を審議するため、連携研究センター運　営委員会（以下「運営委員会」とい

う。）を置く。

２　運営委員会は、センターに関する次に掲げる事項を審議する。

（1） プロジェクト研究・共同研究の内容等に関する事項

（2） 基盤教室の選考及び評価に関する事項

（3） 連携教室及び協力組織に関する事項

（4） 連携教室の教員の人事に関する事項 

（5） その他センターの運営に関する重要事項

３　運営委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

（1） センター長

（2） 副センター長

（3） 副研究院長（研究院長が指名する者）

（4） 研究分野の責任者

（5） 本研究院専任の教授のうちから研究院長が指名する者　２名

４　前項第５号の委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、欠員となった場合の後任の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

５　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

６　運営委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ議事を開くことができない。

７  運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決する。

８　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。

　（研究分野）

第７条　センターに、複数の研究分野を置く。

２　研究分野は、プロジェクト研究・共同研究を行うものとし、その研究内容等は、運営委員会の議を経て、医学研究院教

授会（以下「教授会」という。）の承認を得るものとする。

３　研究分野に分野責任者を置き、センター長の指名する者をもって充てる。

４　研究分野には、基盤教室を置き、また、原則として連携教室を置く。

５　研究分野には、北海道大学の本研究院以外の部局等からプロジェクト研究・共同研究に協力する組織として、協力組

織を置くことができる。

　（基盤教室）

第８条　基盤教室は、運営委員会において、本研究院（附属教育研究施設を含む。）の教室の中から選考し、教授会の承

認を得て兼担させるものとする。

２　基盤教室の兼担期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が当該プロジェクト研究・共同研究の進捗状況等につ

いて評価のうえ必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内の範囲で、兼担期間を更新することができるもの

とし、以後の更新についても同様とする。

　（連携教室）

第９条　連携教室は、基盤教室と連携して、プロジェクト研究・共同研究を行うものとする。　

２　連携教室の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

３　連携教室の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、１回に限

り、５年以内の範囲で設置期間を更新することができる。

４　連携教室には、医学研究院の運営費交付金は配当しないものとする。

　（協力組織）

第10条　協力組織の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

２　協力組織の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内

の範囲で設置期間を更新することができるものとし、以後の更新についても同様とする。

　（教室等の設置及び更新）

第11条　基盤教室、連携教室又は協力組織の設置又は設置期間の更新をしようとする場合は、申請者は、次に掲げる書

類をセンター長に提出するものとする。

　（1） 教室等設置申請書（別紙様式１）

　（2） 教室等更新申請書（別紙様式２）

（事務）

第12条  センターの事務は、医学系事務部会計課において処理する。　

（雑則）

第13条  この内規に定めるもののほか、連携研究センターの組織及び運営に関し必要な　事項は、運営委員会の議を経

て、センター長が定める。

     附　則

１　この内規は、平成29年４月１日から施行する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規（平成18年1月26日制定）北海道大学大学院医学研究科連携

研究センター運営委員会内規（平成18年1月26日制定）及び北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規

の運用について（平成18年１月26日制定）は、廃止する。
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規

　（趣旨）

第１条　この内規は、北海道大学大学院医学研究院・医学部組織運営内規第８条第２項の規定に基づき、北海道大学

大学院医学研究院連携研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営について定めるものとする。

　（目的）

第２条　センターは、分野・教室・協力組織間のプロジェクト研究・共同研究により、新学問分野、融合分野・領域を創出

し、生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させるための研究を行い、医学・医療及び健康維持に貢献すること

を目的とする。

　（職員等）

第３条　センターに、センター長その他必要な職員を置く。

　（センター長）

第４条　センター長は、医学研究院長（以下「研究院長」という。）をもって充てる。

２　センター長は、センターの業務を掌理する。

　（副センター長）

第５条　センターに、副センター長を置く。

２　副センター長は、センター長が指名する医学研究院（以下「本研究院」という。）専任の教授（国立大学法人北海道大

学特任教員就業規則（平成18年海大達第35号）第３条第２号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にある者

を含む。）をもって充てる。

３　副センター長は、センター長の職務を助け、センター長に事故があるときは、その職務を代理する。

　（運営委員会）

第６条　センターの運営に関する重要事項を審議するため、連携研究センター運　営委員会（以下「運営委員会」とい

う。）を置く。

２　運営委員会は、センターに関する次に掲げる事項を審議する。

（1） プロジェクト研究・共同研究の内容等に関する事項

（2） 基盤教室の選考及び評価に関する事項

（3） 連携教室及び協力組織に関する事項

（4） 連携教室の教員の人事に関する事項 

（5） その他センターの運営に関する重要事項

３　運営委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

（1） センター長

（2） 副センター長

（3） 副研究院長（研究院長が指名する者）

（4） 研究分野の責任者

（5） 本研究院専任の教授のうちから研究院長が指名する者　２名

４　前項第５号の委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、欠員となった場合の後任の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

５　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

６　運営委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ議事を開くことができない。

７  運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決する。

８　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。

　（研究分野）

第７条　センターに、複数の研究分野を置く。

２　研究分野は、プロジェクト研究・共同研究を行うものとし、その研究内容等は、運営委員会の議を経て、医学研究院教

授会（以下「教授会」という。）の承認を得るものとする。

３　研究分野に分野責任者を置き、センター長の指名する者をもって充てる。

４　研究分野には、基盤教室を置き、また、原則として連携教室を置く。

５　研究分野には、北海道大学の本研究院以外の部局等からプロジェクト研究・共同研究に協力する組織として、協力組

織を置くことができる。

　（基盤教室）

第８条　基盤教室は、運営委員会において、本研究院（附属教育研究施設を含む。）の教室の中から選考し、教授会の承

認を得て兼担させるものとする。

２　基盤教室の兼担期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が当該プロジェクト研究・共同研究の進捗状況等につ

いて評価のうえ必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内の範囲で、兼担期間を更新することができるもの

とし、以後の更新についても同様とする。

　（連携教室）

第９条　連携教室は、基盤教室と連携して、プロジェクト研究・共同研究を行うものとする。　

２　連携教室の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

３　連携教室の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、１回に限

り、５年以内の範囲で設置期間を更新することができる。

４　連携教室には、医学研究院の運営費交付金は配当しないものとする。

　（協力組織）

第10条　協力組織の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

２　協力組織の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内

の範囲で設置期間を更新することができるものとし、以後の更新についても同様とする。

　（教室等の設置及び更新）

第11条　基盤教室、連携教室又は協力組織の設置又は設置期間の更新をしようとする場合は、申請者は、次に掲げる書

類をセンター長に提出するものとする。

　（1） 教室等設置申請書（別紙様式１）

　（2） 教室等更新申請書（別紙様式２）

（事務）

第12条  センターの事務は、医学系事務部会計課において処理する。　

（雑則）

第13条  この内規に定めるもののほか、連携研究センターの組織及び運営に関し必要な　事項は、運営委員会の議を経

て、センター長が定める。

     附　則

１　この内規は、平成29年４月１日から施行する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規（平成18年1月26日制定）北海道大学大学院医学研究科連携

研究センター運営委員会内規（平成18年1月26日制定）及び北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規

の運用について（平成18年１月26日制定）は、廃止する。
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規

　（趣旨）

第１条　この内規は、北海道大学大学院医学研究院・医学部組織運営内規第８条第２項の規定に基づき、北海道大学

大学院医学研究院連携研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営について定めるものとする。

　（目的）

第２条　センターは、分野・教室・協力組織間のプロジェクト研究・共同研究により、新学問分野、融合分野・領域を創出

し、生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させるための研究を行い、医学・医療及び健康維持に貢献すること

を目的とする。

　（職員等）

第３条　センターに、センター長その他必要な職員を置く。

　（センター長）

第４条　センター長は、医学研究院長（以下「研究院長」という。）をもって充てる。

２　センター長は、センターの業務を掌理する。

　（副センター長）

第５条　センターに、副センター長を置く。

２　副センター長は、センター長が指名する医学研究院（以下「本研究院」という。）専任の教授（国立大学法人北海道大

学特任教員就業規則（平成18年海大達第35号）第３条第２号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にある者

を含む。）をもって充てる。

３　副センター長は、センター長の職務を助け、センター長に事故があるときは、その職務を代理する。

　（運営委員会）

第６条　センターの運営に関する重要事項を審議するため、連携研究センター運　営委員会（以下「運営委員会」とい

う。）を置く。

２　運営委員会は、センターに関する次に掲げる事項を審議する。

（1） プロジェクト研究・共同研究の内容等に関する事項

（2） 基盤教室の選考及び評価に関する事項

（3） 連携教室及び協力組織に関する事項

（4） 連携教室の教員の人事に関する事項 

（5） その他センターの運営に関する重要事項

３　運営委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

（1） センター長

（2） 副センター長

（3） 副研究院長（研究院長が指名する者）

（4） 研究分野の責任者

（5） 本研究院専任の教授のうちから研究院長が指名する者　２名

４　前項第５号の委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、欠員となった場合の後任の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

５　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

６　運営委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ議事を開くことができない。

７  運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決する。

８　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。

　（研究分野）

第７条　センターに、複数の研究分野を置く。

２　研究分野は、プロジェクト研究・共同研究を行うものとし、その研究内容等は、運営委員会の議を経て、医学研究院教

授会（以下「教授会」という。）の承認を得るものとする。

３　研究分野に分野責任者を置き、センター長の指名する者をもって充てる。

４　研究分野には、基盤教室を置き、また、原則として連携教室を置く。

５　研究分野には、北海道大学の本研究院以外の部局等からプロジェクト研究・共同研究に協力する組織として、協力組

織を置くことができる。

　（基盤教室）

第８条　基盤教室は、運営委員会において、本研究院（附属教育研究施設を含む。）の教室の中から選考し、教授会の承

認を得て兼担させるものとする。

２　基盤教室の兼担期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が当該プロジェクト研究・共同研究の進捗状況等につ

いて評価のうえ必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内の範囲で、兼担期間を更新することができるもの

とし、以後の更新についても同様とする。

　（連携教室）

第９条　連携教室は、基盤教室と連携して、プロジェクト研究・共同研究を行うものとする。　

２　連携教室の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

３　連携教室の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、１回に限

り、５年以内の範囲で設置期間を更新することができる。

４　連携教室には、医学研究院の運営費交付金は配当しないものとする。

　（協力組織）

第10条　協力組織の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

２　協力組織の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内

の範囲で設置期間を更新することができるものとし、以後の更新についても同様とする。

　（教室等の設置及び更新）

第11条　基盤教室、連携教室又は協力組織の設置又は設置期間の更新をしようとする場合は、申請者は、次に掲げる書

類をセンター長に提出するものとする。

　（1） 教室等設置申請書（別紙様式１）

　（2） 教室等更新申請書（別紙様式２）

（事務）

第12条  センターの事務は、医学系事務部会計課において処理する。　

（雑則）

第13条  この内規に定めるもののほか、連携研究センターの組織及び運営に関し必要な　事項は、運営委員会の議を経

て、センター長が定める。

     附　則

１　この内規は、平成29年４月１日から施行する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規（平成18年1月26日制定）北海道大学大学院医学研究科連携

研究センター運営委員会内規（平成18年1月26日制定）及び北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規

の運用について（平成18年１月26日制定）は、廃止する。
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センターオープンラボ運用要項

　（趣旨）

第１条　この要項は、北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規第13条の規定に基づき、連携研究センター

のオープンラボ（以下「オープンラボ」という。）の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（目的）

第２条　オープンラボは、医学研究を円滑かつ効率的に推進するため使用することを目的とする。

　（使用可能な教員）

第３条　オープンラボを使用することができる教員は、次に掲げる者とする。

（1） 医学研究院の教員

（2） 医学研究院の教員と共同して研究を行う他部局等の教員

（3） その他連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）が認めた教員

　（申請及び許可）

第４条　オープンラボを使用しようとする教員は、使用申請書（別紙様式第１号）により連携研究センター長（以下「セン

ター長」という。）に申請しなければならない。

２　センター長は、前項の申請があったときは、運営委員会において申請内容等を審査し選定するものとする。

３　前２項の規定により選定された教員に対し、センター長の使用許可書（別紙様式第２号）を交付するものとする。

（使用期間）

第５条　オープンラボの使用期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認めた場合は、５年を限度として更

新することができる。

　（使用期間の更新等）

第６条　第４条第３項の規定によりオープンラボの使用の許可を受けた教員（以下「使用者」という。）は、使用期間を更

新又は変更しようとするときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（使用の制限及び停止）

第７条　運営委員会は、次の各号に該当するときは、使用期間中であっても、使用者に対しオープンラボの使用の制限又

は停止を命ずることができる。

（1） 許可された目的以外に使用したとき。

（2） 第三者に使用させたとき。

（3） その他使用条件等に違反したとき。

（使用料等）

第８条　使用者は、オープンラボの維持管理に要する使用料及び光熱水料の実費相当額を負担しなければならない。

２　前項の使用料は、１㎡当たり年額16,000円（月額1,333円）とする。

（工作物等の設置）

第９条　使用者は、オープンラボにおける実験研究に必要な工作物、設備等の設置又は撤去に要する経費を負担しなけ

ればならない。

（使用者の交代）

第10条　オープンラボの使用期間中に使用者が交代するときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（原状回復）

第11条　使用者は、オープンラボの使用を終了若しくは中止したとき、又は停止を命ぜられたときは、速やかにオープン

ラボを原状に回復し、明け渡さなければならない。

　（雑則）

第12条　この要項に定めるもののほか、オープンラボの実施に関し必要な事項は、センター長が定める。

　附　則　

１　この要項は、平成29年４月１日から実施する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センターオープンラボ運用要項は、廃止する。
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　（趣旨）

第１条　この要項は、北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規第13条の規定に基づき、連携研究センター

のオープンラボ（以下「オープンラボ」という。）の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（目的）

第２条　オープンラボは、医学研究を円滑かつ効率的に推進するため使用することを目的とする。

　（使用可能な教員）

第３条　オープンラボを使用することができる教員は、次に掲げる者とする。

（1） 医学研究院の教員

（2） 医学研究院の教員と共同して研究を行う他部局等の教員

（3） その他連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）が認めた教員

　（申請及び許可）

第４条　オープンラボを使用しようとする教員は、使用申請書（別紙様式第１号）により連携研究センター長（以下「セン

ター長」という。）に申請しなければならない。

２　センター長は、前項の申請があったときは、運営委員会において申請内容等を審査し選定するものとする。

３　前２項の規定により選定された教員に対し、センター長の使用許可書（別紙様式第２号）を交付するものとする。

（使用期間）

第５条　オープンラボの使用期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認めた場合は、５年を限度として更

新することができる。

　（使用期間の更新等）

第６条　第４条第３項の規定によりオープンラボの使用の許可を受けた教員（以下「使用者」という。）は、使用期間を更

新又は変更しようとするときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（使用の制限及び停止）

第７条　運営委員会は、次の各号に該当するときは、使用期間中であっても、使用者に対しオープンラボの使用の制限又

は停止を命ずることができる。

（1） 許可された目的以外に使用したとき。

（2） 第三者に使用させたとき。

（3） その他使用条件等に違反したとき。

（使用料等）

第８条　使用者は、オープンラボの維持管理に要する使用料及び光熱水料の実費相当額を負担しなければならない。

２　前項の使用料は、１㎡当たり年額16,000円（月額1,333円）とする。

（工作物等の設置）

第９条　使用者は、オープンラボにおける実験研究に必要な工作物、設備等の設置又は撤去に要する経費を負担しなけ

ればならない。

（使用者の交代）

第10条　オープンラボの使用期間中に使用者が交代するときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（原状回復）

第11条　使用者は、オープンラボの使用を終了若しくは中止したとき、又は停止を命ぜられたときは、速やかにオープン

ラボを原状に回復し、明け渡さなければならない。

　（雑則）

第12条　この要項に定めるもののほか、オープンラボの実施に関し必要な事項は、センター長が定める。

　附　則　

１　この要項は、平成29年４月１日から実施する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センターオープンラボ運用要項は、廃止する。
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　（趣旨）

第１条　この要項は、北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規第13条の規定に基づき、連携研究センター

のオープンラボ（以下「オープンラボ」という。）の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（目的）

第２条　オープンラボは、医学研究を円滑かつ効率的に推進するため使用することを目的とする。

　（使用可能な教員）

第３条　オープンラボを使用することができる教員は、次に掲げる者とする。

（1） 医学研究院の教員

（2） 医学研究院の教員と共同して研究を行う他部局等の教員

（3） その他連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）が認めた教員

　（申請及び許可）

第４条　オープンラボを使用しようとする教員は、使用申請書（別紙様式第１号）により連携研究センター長（以下「セン

ター長」という。）に申請しなければならない。

２　センター長は、前項の申請があったときは、運営委員会において申請内容等を審査し選定するものとする。

３　前２項の規定により選定された教員に対し、センター長の使用許可書（別紙様式第２号）を交付するものとする。

（使用期間）

第５条　オープンラボの使用期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認めた場合は、５年を限度として更

新することができる。

　（使用期間の更新等）

第６条　第４条第３項の規定によりオープンラボの使用の許可を受けた教員（以下「使用者」という。）は、使用期間を更

新又は変更しようとするときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（使用の制限及び停止）

第７条　運営委員会は、次の各号に該当するときは、使用期間中であっても、使用者に対しオープンラボの使用の制限又

は停止を命ずることができる。

（1） 許可された目的以外に使用したとき。

（2） 第三者に使用させたとき。

（3） その他使用条件等に違反したとき。

（使用料等）

第８条　使用者は、オープンラボの維持管理に要する使用料及び光熱水料の実費相当額を負担しなければならない。

２　前項の使用料は、１㎡当たり年額16,000円（月額1,333円）とする。

（工作物等の設置）

第９条　使用者は、オープンラボにおける実験研究に必要な工作物、設備等の設置又は撤去に要する経費を負担しなけ

ればならない。

（使用者の交代）

第10条　オープンラボの使用期間中に使用者が交代するときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（原状回復）

第11条　使用者は、オープンラボの使用を終了若しくは中止したとき、又は停止を命ぜられたときは、速やかにオープン

ラボを原状に回復し、明け渡さなければならない。

　（雑則）

第12条　この要項に定めるもののほか、オープンラボの実施に関し必要な事項は、センター長が定める。

　附　則　

１　この要項は、平成29年４月１日から実施する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センターオープンラボ運用要項は、廃止する。
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　（趣旨）

第１条　この要項は、北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規第13条の規定に基づき、連携研究センター

のオープンラボ（以下「オープンラボ」という。）の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（目的）

第２条　オープンラボは、医学研究を円滑かつ効率的に推進するため使用することを目的とする。

　（使用可能な教員）

第３条　オープンラボを使用することができる教員は、次に掲げる者とする。

（1） 医学研究院の教員

（2） 医学研究院の教員と共同して研究を行う他部局等の教員

（3） その他連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）が認めた教員

　（申請及び許可）

第４条　オープンラボを使用しようとする教員は、使用申請書（別紙様式第１号）により連携研究センター長（以下「セン

ター長」という。）に申請しなければならない。

２　センター長は、前項の申請があったときは、運営委員会において申請内容等を審査し選定するものとする。

３　前２項の規定により選定された教員に対し、センター長の使用許可書（別紙様式第２号）を交付するものとする。

（使用期間）

第５条　オープンラボの使用期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認めた場合は、５年を限度として更

新することができる。

　（使用期間の更新等）

第６条　第４条第３項の規定によりオープンラボの使用の許可を受けた教員（以下「使用者」という。）は、使用期間を更

新又は変更しようとするときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（使用の制限及び停止）

第７条　運営委員会は、次の各号に該当するときは、使用期間中であっても、使用者に対しオープンラボの使用の制限又

は停止を命ずることができる。

（1） 許可された目的以外に使用したとき。

（2） 第三者に使用させたとき。

（3） その他使用条件等に違反したとき。

（使用料等）

第８条　使用者は、オープンラボの維持管理に要する使用料及び光熱水料の実費相当額を負担しなければならない。

２　前項の使用料は、１㎡当たり年額16,000円（月額1,333円）とする。

（工作物等の設置）

第９条　使用者は、オープンラボにおける実験研究に必要な工作物、設備等の設置又は撤去に要する経費を負担しなけ

ればならない。

（使用者の交代）

第10条　オープンラボの使用期間中に使用者が交代するときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（原状回復）

第11条　使用者は、オープンラボの使用を終了若しくは中止したとき、又は停止を命ぜられたときは、速やかにオープン

ラボを原状に回復し、明け渡さなければならない。

　（雑則）

第12条　この要項に定めるもののほか、オープンラボの実施に関し必要な事項は、センター長が定める。

　附　則　

１　この要項は、平成29年４月１日から実施する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センターオープンラボ運用要項は、廃止する。
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